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T(才 2次 Bυ ′lclの内的山楊と駆 期瞳界の
↓轟主次T笏准向けて〕

〔は・じのに)         ..
・ ヤ2次 Bu「1」 の用苦な主イ本的皮右週程左
_〈巣小として 1沐咸底

`ク

に自己1初解を通 して新
た存ゞ粂理の主体的だ族系口をっっ、みとり、
経ス,落尼上場を内種的に滋をすることが
とわれて[｀ るのである。このごとをさけて
通ることはお来なし`cよ さに生みの昔じみ
を普通性を織って自己対象化する言豊イ

=左
0

`サ

」な傷見主え的lf始算することはユミでなし`の
であるダr″ιらの方御|二こ老.栽くの勇出

''色の夕也半ゼあるのだ。′従って「燿措t9七」
の日旬論文1■ おける″2次 B υh`lのィ総括の
れ彙は素血にムって 密観主ヱタタ′者算l若
翼的自己否起ιfなってt｀ る傾向ウ`たきく植 ,

■わって標↓■想います。そしてその磁合的
結 論 は 一 切 一 向 イ コー ノじ赤 軍

,ラ
KI生ボ め ゃ

うに由西3。 ndFt求めるとスう形でシェー
マイじさ11tて 〔ヽる。そしてL口 ,6■ て1,72ズ ヽ

.Dυ ndをヽ
.蹴
産した。昨年の11月脅 は一オ癸

主義′夕寸ラシキ久トゼぁるoたθ勁よ ′鬼
左′i'虫十才ιばl解滋喋、団|■ なる.また昨来千 =

争に力|す る出歩御け御っ、らのコ理を、′いをあ
り́■する

'地
かなかった、減多鶏籠禁罪の無にカ

`=あ

つたと久うことを持つて、自乙の日和 i

見主之をる理化、ェ当化左′行なってぃる。
何流|`卑大△、学季フくのん翼的湖流(教波ス
下,)と生みた`したのぅ:このグル_フ

|ょ 、
撮_も 日向狙論の花御者でェピゴ_ネ ンゼみ
つたので

1あ
る。‐́同Iとによる臼6告白的な

「
〇〇雅」の雄細 鮎括の中に多明ら夕|

にされてしヽるごとく.11月
1夕夫占畿ス降‐7いゎ

ゆる1~た′縫台・κ含卜」は竜ジkをなでなくなり
、οO周この生1獄まちっ:落ョ識:口和見毎たに '
わちし`つたことは1革斉`的フラクたうんと
するるのの白1己た叔 あ`ったと各ひ″とてしヽ

.

るク‖:その様な部分を雄ブ合タタι紹裂的ヒ切
|)洛てること′■わし`て'すべて解えできな
し`ので

｀
ある。新諮菫この総格をみきにしてオ

ベζ菌 ′
Bυ n。lμ責仁左転1濠するマとは、

あまl)に し約らガ静念主えではれ でヽあろう
`ごのことをいくう絢獅してる「受ジタ手史左

み′
'造
封ることは出来ないて1あ

ろう。j[lι々

は́

“

多|る原因、白a滞果の組名を行うこ
とを看定する。|ソずや皮幼釣岩単二え1■わ
うし`るの

'で
ある。また、あま

・I)|=も出こ_軍蕉
を意識するあま

1り 、しヽηのょに夕ヽ請,軍来の
コンフレックスのゥ、たょりILな ら・ぜ

｀
ろ4え

なし`のだある。たしかに嵩i軍′胤よ″2次ら
υndの 6し a傾向た‐最.も /も化したのである
が、同題なのは、菰卑釆をど`の催千1二 わしヽ
て経 的に上場するのか胡決起御

`と
ゎ″こ

てし`たのである。まきにな力じ幣 ifぁ
いて そヽの革命的史多七)の基準にわιヽててあ |

るのだ。そうでなけれ|ば結局は革ハタダ行為
と論理|■ ねいてすべて否たする_準く|レ主文
の倒置に多ん` てしクl術軍飛左舌彙1」 )来な<
なるのである。｀
だつて力そ|さ「理泣q場」に展自されて

し`|る力2玖13υ ndの約Cヽ括の基」7i垂,そのうのと
,権虐の|`封主せざるオえなしヽo有離なら

`よ

｀

オ2次βυ,nd左 猜資二ぇの′・ ィ1さ場し、通旅
ムわれてしヽるところのオ3吹 Bυnclのζ苺:躍

‐
は まヽうたくクト勧 地如 、ぅ置さ変えう才と
てしよう縁 左髪ら、てし`る夕ヽらで

｀
ある。そ

のこと年、才1次 B υn εl左』.た評価11め _事

ス上に美化する
=と

によってくォ立次れ n

d自身を、1栽 が々:主体夕修れ騎豊程乞_重 して
渡行しつ'ある勢l盗 した燿千左迷|`反″的 _

1■ 晰≒青させるう●メク留二:′Jし のヽで
｀
ある。教

して‐連かヽ3υ ndであったィ|う加 であった
とようことをムつてみて夕 ″りの上場)の 内
本の方向!性

`」

え彦、しえなしヽのビある。すヾ..
てイ台;名話`釣

`多

イ総イ1舌 を行うこと|■ よって|も 、
それ|ク7芝も云つて

'し る`滋r■すべて猪

“

主
」だ‐」

`術

にしク1″ (イ1'うないのである。,病it算 でιさ―
ぼぐ 内在的上場がとわイしてしヽるのであ1)

あれ■れのだ彙、蒻彙之tじ |1者術に黒蕗する
ことによっては、有多再生されれ の`であ
り、それば

`者

梁ιιてo/の滋に廃に,約不  ′
斧彰が2し てしな|ガ彗杉ぜイ軍3し イ`凛ビある。
また司時にその手Lは約 ラクションヘの
自
`転

1換を行う多とるま¬たく日護″トイで
あるのだ。そして白この矛か性ときィβし、
すで`|■△休1隆之獲得してし`るかの様にナ′レ .
シズム

“

副葬U二 あちし`り、自ことロー性の
だ恭上の進しヽば、1す ぐ存:在上のにとしてみ

1



なし、事く|レ釣党琢び浮′体の細濶購撓イiりの結ち

こみが
｀
力、の_革んかであるLムうイず

｀
オロギー

プΨ甲運動二そ、根κ的|ら上場されな|う れば

なうた■ のヽゼある。そして瀦診、孝く |レえ

近|二欲|に′を考Lう としてラ編|ョ喫」な発で1あ
る 、

のだ。ェピゾード的につけ〈わえるな乃ば

s大_1の革マ|レ 釆はri鯉雄q場 ゴ|`イロニ燿
ではt「しヽヤヽ、日向柔1電」多く引レ多>IRである
となってしヽるこヒ乞、裁 ノ々察ク1〕 に受けた'め

なけれ|」
｀
ならなし`。城41び維I討 1手 、オ2欠

8υ ndの 内緯上楊た、形式――史′休一内|ドに
‐

.

ま知いてえ髪!`し て行くことであ |り 1菫々 |レ壼__

たに 梵左
`臼

付に済づ3ι l`戯来ないので
l

あろクス上裁々の確殆豹主場の基 |`ン 2,々

βυhdの
`餅

この初巣と杞起し、.過轟:期せり幕

の党勾ユ1休の|な角論帷左闊うクヽにしたしヽと

超もヽ」す。菰す大の諸君は イヽ21次 6υ nd

の総ヰ者の基動た、
‐
0うがai髭:釣 |′地形嚇 で

あr)|力主杉末筍ヾでそりしてしヽた。0′稚論槃瘍ふ
主たであった。③:単冷||″!=失芝_こ 瀞 ぶ

｀
な

クヽった。と久ぅス上の3哀 1多わし`てる各権の
基準左石之されてし`るの、これに一付´゙ |

封両ιして晨:繭するので
｀
はなく1ン2次 5

ondのる,&週組を〃乙薩彰約13夕寸琢イヒし、同熊貿ニ

裁 自々身の主′体¢〕守イlo括を4名合ヽとしつ〉呵う・

りヽにしたしヽとにい3す。

① 臼ぶ威髪勾修綴.影バ|力黎ひう「 Z脚
ヱ林角転換馘矢、いυヽなる(5拓にダ幽手して珈鍾

召されるのクヽ。

ハ))力 2次 B υndの予1劉:本の′落と|え グ核オ処

1多 夕1火 3υ Mの二み斜`m滅の基:こと乾

け、他老的には、♯状同の力び国家にとつ

て愛彿 〕錯したえスタうな形成二.週〔社置

レ、3υndイ ズ
｀
ムのイ劾権一離 乞曰漁 Lじ

て声14台された。これが次通の理野緩LLして、

各任してし`仁ので吻な。すなわち流′台i週′阻

脅Nε象徴:さ れる
「

火数のねぶ港曳1襲
=ノ
閥与:=

し、だフこの内なる昼]家のス諷超|ムを、国家れ
力との封火を、過程釣減待多媒介 ιして、

イ液.崖 したん二 x々´二重赦カヘ́ :墜多ιιの

拠 国家をこたる」准Лて._t〕熔は表イ常を

行イたする主体=手:段として′アに置を占める

。僣維千彿 ぞあっにち毛してその内に皮

スタ=反う任=え たタタ妥風乞合iめて形成され

て来たのである。曖ヨ1質のフロ(省人向の色・

l力の静処の反スタ党千多威怖、家症のみの嘱
|じ的柩え|`討する」′:1えの革命角解 を基

礎におし)て老ι形成してし`二うとする同盟

の結維影バ論の
「

真ツ篠相対的′

`姦

傲隆ιじ

てあったoしクヽしι多ク`ら党彩淑のが
'勺主郷 明うυ`にされなし`とスう数新杉術 哀

左その内夕併淋雄 |■ ,かし`て考れしてし■の
で
｀
ある。この英|二わける二

“

解唄■を、

1暴」とわ」とていたのである。「 過程の七裁
たしてのだL」 忽 み櫂輛は、)レ汐一チの

`a織諦|ら代′仔していた准|〕 面を内ぷιιてたっ

ていた。これが`流―Bυnd時べ/に置であャ
仁.サ勧 う「 共産ニメ生′御1貯衛 」の

「
多杯争のよグ

｀
ひ|う コ|●最_う 象夕覧全れてし`たの

である。フ雄:魚翡倉
～
のr孝1冷釣贅始子多

」
｀
とは有も、、反,1"れか二期 組裁,猜メ毛1多

駕うクヽにされてしヽたごとく「
l力|`潤度_の遂ヽ

パであり1不断lc党紡 ことき証唄するも ヽ

のでなくではならない」として喘 じでれ

た。オぼわち
「

|レ クーチの潅移鑑俗のP7「L

13最ん象‐徽:ざ れている。
「

フロレタリアー

トは、ただ離 れムの

“

裁)二 よってのみ、

力ι亡解茂することができておそ二でつ甲
レタリアートはあうゆる茅殉咀されを蒻彩にさ

確ていわれムヽ〃4仁めFろつこの解薇羊る

を角iノつざるをるなし`っわろ印る椰圧_さ れ1昨
フ

たされてし`るたハルがイ|□ の々千るにわし1て

フロレタリフートの味えにな彼 キ、たにと

も祀燿の眸tヨ
|■たる松というこLiよ「不明索

鮮 維起識を考っにoコ″tらのた公:ガの主

場ひりすノt15｀ 、`、夕Aれ少なや`れ rイ嘱体」て
｀

ぁる。そ侑日まフロリタ|)ァ ートの知
党∝ じしヽ1費術によろと二うに、枠めて,た

で1`わ る。この様にこのばあいは 行つせる

発敵 燿彬茶的鹿〆コバ し`ろし`ろ|ン多つてし`

るし、また老れらのi猪
′
爾維」の結′合、|さ わず

｀

つヽにァロレタ1)マ ートの世1膠定中 13よ

ってのフ鷺解Jヽされるのだ
｀
ある3」 と震尾さ

れている。このことは、畔晰柏馴aをフログ

、夕リアートの影係脳こ渤 発展」動屋.と 曰次ん
に向蓬乞たて、果物 の如613巾 |`

人刻よ―ケZれた,杉在.と しての巻裁1構乾を

着ってしヽるものとして1そのべ々 ソフと、

2



幸齢党が革年へに暮躾 スる方沐として′を
の環ば、滅術|く よつてな0こえき<規定きベ
う。まさし<人家電スは牟牟汁夕の唾蝸中で
喪化する。すなゎわをグ彬′成でなる過程の竜

:弘こして多づ脅ぶべ長的考彩嶽|ミ 根本的向渉
びあつ冬のである。

.それ1護崎1咎が、落似彰戚するこスう自然戌
｀
長訟|こ あるoそして老

11で r六歓竜λ√り橡|こ

~歩 電を不グこと」入つた
'レ

カー4～Vフなli2t

攀:で不断に本夜の自然奮味
‐
性|ミ ノヽイヘし′燿

浸す0傾向きな やせるの・́であるoこの根燿
にlJ正 しヽ 活ヽセ分桁,政瀞為針を堤なすれ 1ざ

街 ろずや大家{ミ.大超する。そして,|ヽ け 大́
銭行の晨中としてある。すなわる人1須1斗

‐ォその

ダイナさえ
^′

ラデ考 '/レをキ守辞錯饉媒14ヽみ
.し て、大家髪枚力との対Xに肉珀でせ極顧
イも対71又″千今(ミ絡とすること多褒移して′

｀
大夕甦

のに葬 )介網「こ|」 がること|こ Jつ て′階Q竜
・認ば彩バこ4くる。この移a彩成の力去訟|こ:江

階しそのタス|夕の後終こして 、ヽたので`ある。

そ して孝依系の黎泳運動、名への`風ヽヽこ″一

本づ`りのサ7-ル縮多乙像駒 |ミ 封置し、せ

ま 欧ヽ 姜叉,妥藩主Xがわの徹 として隔
Qキタ詮―涅角たとして御簗さなたので

｀
ある。

従?て 口旬氏の久うごとく1単 |ミ

「
60辱々

蘇 ←ゝ奪」の鮨衆1鋼資を(■ かつでつのとして1尾L

I超
されたとしてのぞ終常き行うことt壊 ′ずつ

'を
くの戸壼脅過俎色河衆′た,う ミとを教:へず

ることで
｀
ある.し

'じ
ぐの
「

夜貯場1程畿きは

60辱BuNbのう暉:1訟;向:監とをオ設におサつ
金動螂リアング

〉
ロー駕 欠 序 した ま ヽ1提i趣でズ て

ヽヽたこ乙ほかくしようのな、浮安だあるが
|

しがし爾彗スコaイ ズム |ミ よつて角割本一i条約を行

うごゼが
｀
ム来薇♪7た員ミそ,あ感″との死´

う瑞‐

"ヵ
計|こ主肝ぐせると、、ぅBu NIDィ ズ

^の減キ 1ヽ乞ム縫の家拷として笏っでのく
lあ

る。
だっで曰f旬六のよう、ごとく、減街iめ懸檬證的

紘火,獄りのイ行な要集日だつたのぞあると
‐′ワlり 総ラミとlミよつてばl毎 J岳・生でスを、、
のである)

(B)矛 圭期誌 1零ノ々々 ;夕3`'ミ ニ文淀
=堪

訂 |`マ

H.S准貯 に1憲 ′

「
減右のイ挽,こ ズ仁々文のr

チでの多各えノtじ t勁(は1/乏躊レキギ|の
“
考チく■ど多るど

・

堤廊でれ、その・攻|′

じ的費践の需県1ズ帯絶危

学ズを製拝:孝 だしたが、しかしその増発ηの後的

乾1換のえ味まqうグ|ミ した義|て お、ヽて彦瀬的
で笏つてクづなわろQ夕2キ||,′え口大会(3中 .

委た口人公路線)ほ 1日 |コ練次媛診|ミ よるネ崚

彪晰彙、トロツ虫
=だ

ン澪の導か、 1日夫六二涎者la

結成によつて世界革甲診:「 一段露裁略・ユ石

須修胆仁誌 (a嬰早く民′た1鬼 :採性ね2てあつ

で,島た多考|ン残、長下の中1ごあつて観 目の
日本的組憾主たのを考斗争(31檸理化と賃金
ギ́ザアンドテイクとしてた主、じ′その多さこ

神|えする衝萎火滲キ争の中ゼ′ず行わうヤズ

的ノても斗争の1漏tjな:次 (′ |ヽ ブ/レ薙遊:姜文‐ジャ
コ′ヾンL文 )のヘゲ七ニーの導多懇行にアロ1レ

'

タリアートのヘゲモニニ
|ミ■%了猛

`フ
児べ晰旨ド

涛'とらズ」ヲリした箭4アこので強姜こ|ミ リ)ヽ 〉て1々保賛
今 |ご がヽ`て全け逹の技や力のンラIクであつた,

この`甥げ動 の:術
|1曖

`,動
の・依彦

``菫
持?て 、

ズ1司内予の技術な次、たてバネとしての;索

索府 iド鷲た玖ゲールプるグ
1日
放組の千す二次

等の、け脅減線1旬守Iマ 1隼甲的な受7う成ので

桟こ
`7岬

的lミ につくりだした″く笏争.1日 B
uND飾 としてのネ

`鯉
野暉ッ日は、6ぅ 年の

全学熾再尋の失敗う¥`蒙考ょう|ミ峰咎急した,、 、

わつるォニ妥日のな碑み`
゛
明確|ミ 奪ったと称♭て

、
'「

攪′ケ1口 1勺体柳|のア訴鍔lが1終 り、ヽ まヽやヤ
場分曽1技 たヽ∠、、う哺ピ筆肇IJで薇ゴ均錫 るo(し
0｀ミそ象、手遺キ多

`頂
えヒして 1ブ 7`レジョ

了ゞ■。 口1勺体や〕のぞに基ばかつな7_|う
｀

し こヽ,の
ようなキ|〕主だ

′
め1向的膨振:の 経アゼ

の白円竹怖||の 角」編二帝|コ江<・釣盆.陥形寧等の発こ
ヤグ

｀
目指した浸階だあ))、 日本部外主えのつ

も的子負|ミ 毛手しイ1丁ネ|ざなら4ヽ 9ヽと して
1´ θO与ぞ保)ヽ人酔の誂南のめれ7口」はI,汝造

"F∫
ヾヽ 一ぎ唯みだし、

「
軌戌左箋勤 終i委・

、買由の機 的デ肇かヂ6と螂卒への協調二ヶけィ仁
び竜尿しヽ 政;わ伯争にコJれな竜の静'電党会彙拳
,の 質洞矩とアなイ|ヨ

′撮公xの 一年七」圭サヽヽ

つゝ、各る
「

:衆義革甲製の1辱:動″弁でぁる在
｀

学導―終評一原水栗ど
`ヽ つたヤ灰的ブロヽック

」とのその名解:グ ,マなゎち露a的運
"厖

菫4■
1意141大 して 、ヽる。従ヮて予ズ商〃治キ多と日

本脅緯骨仁たキタg:¨ これる尋切誰内らを 1,

日本七本シくの盆お乾ittπ縫、た業 静́a和
毛の戦罠との関互13itてたが、、て ,明ちり`1き したの
である。イをわづ逗切主年の  i
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影成,フ |コ し7」 7-卜 の附Q的へ伊モニー
(D形成D爾 こして根起されたのである。tの
オ三枷詮乙の菌車にあ〕てi資もるなりは`′大:き

く,日―摯 グラム多|こ依在して向殿か打ち誉
さえていた①である。すなゎ御 印争と率清｀
歯争の繊'僣,加はこ陣地戯等憾きさしく.その
内溶ヒしてあつたのである    ‐

ローサ①入家ストライt党及び井物組句に
展:l却さネてヽ 多ゝ内1容こ類じしてt」るモーメン|ヽ

.と持つて主張さなてし)た。すもねち日―・挙は
|卜 こヽ均及i愁欧智副司彰労彗曲争こ′革′掃のため
,11政 :台岬争G〕 向に,ん里0長城t見ハづ,す刊
て①及記二叉こ反対に1ロー事|ま革甲

`旬

鵬イt′に
は′子滑陶争子さ′:政 |さ台陶争へこ成長すること,

メをして,´
)を碗 も同じてあるここと鵬0なにし

た。運渤は 壬藩岬争ふ6政治聯 ごt〕 つ一方
首3通有疼|きなく′反対なm向 つあうゆる主要

`政
)自,9t象御i鋤はⅢそ0増表に達」るこ′一

運:の基組 家ストライキを御れ そして革甲
1イ

琳よつt)て適′目する。政ゝ台南争0晨暉にとも
なうそ(D純イL′ ヨ会化は,選勢欄争む遠のな七な・

(Dたり十ではなく′逆|■後著_ょ りC‐発展:させるこ
目肛部こより糸りiム化し′ざり歌イしごえるのた

〕.t
①二っ①m争(D向 ltは 左ュ〔■ェィキョゥと与
える.そ①雨争①なケ

「

芳脅名|ま そ(Dttjも .・

さ改善づ■硼 さゴ早じ払げ|そ″きるし遂小
よつこする循〕劫も強i・ めぅれる力ぅ,在.60由・

争1隣神|さまさに高まる。び■て(D政治十]劫(D高

由ゝの後|」ま1月おズ鋏 ぶ凍亡″てあり1そ
・こ力6σ〕数:号 ①蚤培軒争0芥海芽生えび。その
理:もきた同じここう0を。資本に鮒・ずる,労働
者の不断0妥清時1争は,]父台曲故円0者細中、一
薇[Jを支κる妥:済問争|き,いわ|ざそcが6.政.治

御紗 :つたに新しt)力左:反ヨ′甘る。労チカ者|イト
QO力①′腫_ス的に貯水地亡磁 つくるのた′a l恙
をここattE6ぬア

『
レタリ7-卜の妥靖岬争ば

あらゆるとき.t)た0こころ礎 1之ヽゝ.:繁主:し た
円争に〃う鉾 ′)とこな0子なさえ

`ぶ

うた巨
人6頑模(D政)含耐斉Lふ爆発するE言でなえはこ

.

靖摯脳静ま運申も一つ①政さ台的実装なら′他の美
Aこ前進契ノ惑σ要因こなる`叉攻治離争は1蚤
済

.酔報所童X珪豫と問躙官tづるこのたLあ
6ゆる疇向にR因ど縦只1感交替し稔う.この様
にして我

・
セ|よ

「
塁繁

“

.I楚台,16二つ0要素寒
口)7(囀囁鷲メ場不トライキ①時代さ通じて
・          ・ 1・ .  4

こtゝlt薄達ス.書浄λitなろうじ鎌し各■′D
たここャもう6ん ■γンキツク4図式な
1撃

`錢"本
す様、it i重 に吾`記しあつたりしも、

容つたミご七見体疑拓り台1』 )た:二が□―ザ上
張.である。嘲す|■ 64年の

「
四・一七型」の

ゼネストのこ翡専荻4出発ヽとした千争の1犯

all形 〃されるとするならば,.工 |■確始子孝
と■グ早暑壌争力、1'ク らみ合う′芝僣て

1の
子争が、

4″主休ヽ子今主体の準備として在移を∬
定するとされ:4)|¬イネスト泄(2新・左瞑
・の任務は、41■ゼネストは,二奔子争ヒ成

´千争響、痢着する|1浩外パ|パ熱 しつつあ

身を示した。公ウ協を中艤としたズト釈κ
月愛皮し、縁力とのハ蔭彰力封衆し夕圧,政
彰台ストとしヽうガ向II土制坂象しつつあるチを

iした。まさしく:中国主之多夕赦力な
皮営のた′休)if封する直持の散対を意味サ
る。更にブ|レ 2ョ

|フ ジー初
ド
対外J延筵に帰 |

をあし`た場ハヽには_至″的ル造を耕外主え
にすリク|える皮白に彊する反れが)ハz蜃ヒ

賃金汐ッ_卜 反対者多の中かう彰ぶされ、1通

にI震 は々そのエネルギーを日撃,認六千
多という魂莫夕|う 1イ且誠する時代′の列達.と

予見させると反同さ1/1_てぃるとざ″と、4ヽ |¬

ゼイズトは、′セ|コかわ運‐
"の

ヘゲ三二一が

'掛
樹満乱`ぬ力、そしてイじそ未曰―lt(階級

`ウ

んニタタ労

“

組ハ フく冤に新た翼不第二用
允へとか化とました。このごとは予κ角直
%ド←争、日外、内[イ且俗型 の自塩 εよる、市
民夕鶴縫―戦線の論疲と、新しし`統一襲線之
不つ避 |■専ポさにているoウ′計、私″干翌功
の上 場 一

"イ

ヵ渚 確 ,始組 |1訓|の ム ロ形だ と して

新 しい防蹄 の局面に義財酢市る者資識形饉、

として提戯されたので
｀
ある。そして

「
ウイカ

者政始m纂裁」・をだ蹄彰ヶァロレタ1)ァ ート白

こ歳汐を′今日的
`ε

表フ見し、棲`籠するものと
してイL置付け

｀
られていたのであれ をして

カニ期階級千争の́ 妹♂皓たとして規赳し
たのである。またこのオニ期爵の中に「 皮・

′台千争1れ公
`守

確始子争」とrオニ期学生
運動論」ク|｀あり、その中ど、たと同様に

「三オ144と 皮始子争飼 うみわ よう機饉
階での尋レ争」と発調した。資;水の政:治 コヽ:史働
■碁の文白御゙一林↓て付たする0「詭」τ明確
に賓沐の社 を越識させてし`くのである。



すなわち
「

過剰生たと国際4■ 夕の自雁チ震」「
イ勢路(ァ メア進_戯 )」 と「 網叩

=(所
得藁策、

賃金政、機の卑ξl換
`多

よる物価′
`自

:上■な
"物

強イる

におl`ヽ十Pで
｀
ろをえなぐ」なってし`る1睛券|二 規

定さ11、 人夕台半多―とこ′春千琴夕
｀
諸るして発1漢

する時1代」二史λしたとされて■たヽのである。

∠してrえだ蜂冷のヽよたと隼冷の維:― した施

姜の,確この内応1と して、一多
`fわ

ける改たの

つみ重にのみでは♯冷、はえしていたうなし`し

ノ他方純え手争な通tて工場にか|)ろ 叔矛〕、拡

大.き たさにしては、申なる、1曽ノ鮫奪回となる
。て救力に粉絆されるのかいずれぞある。ま

た学生メlf於 し`くは、自
`の

場た、未来|`疲

って賓走 え酸 とのるの左響イ面ず、不断ウ
`

直接角に向い籠けられる」「 老してみ后れA
φ夕政

`台

千孝によるえ1掌市民縁 一ヽ人目株への

長朝釣|■政始一蚤察、支イ乙ヘゲ毛ニーの雄i
した資′水メ|コ家の酵 釣支配と収鑑に引して

の千し`き通じて穫得することを同啄|二並なし

て、葬ねヽ大のな日韓μ上、ヘトすιヽ裟今反封

の成始計今ι晨自しな|う ればなうなし`」と紀

超されていに。うなわち人象夕敏 始ヘゲ毛ニ

ーの影酪   「
れ_会β,政治キ多、政治千琴」

のどちらし笈さにして
`静

1)猪ず、千和とん
三二χに主押した人家の戦后僧スイ艶 感ι諸
rラ
‐て、燎 a餡鯛 な効へとる晨でせること

しの重劫基盤ウ1｀

｀
家火じている多絶のlヤぎ、乏

帝月写ケ′Cイ菖なしなけれに財ようなし`″まざ1■ ご

こに晨膚されメ■ るヽ内藤は、この時期籍組千
年の戸史 %゙衝 Lk基 たされているが、日

―ザの沈良と革冷でヽのべうれている。二っの

千いの沐騨生自係、の現lt滲楕をふまえて杞起遜

れてしヽる内′ゥ論理にあし`て同一1上と毒ってし
'

るのである oそ のことは」こit五:者1半争に政発`

性を付 する′傾、h乞痛っζ反曰されてし`たの

で
｀
あるoまたオニ潮流論=統一成徹詮ト ロ

ー→
｀44すで

｀
ため性の問題ι多含のた_茅冷

のえ死番察内としての党としヽうローザ主たの

解滞性左ユ体的に_杷援することが延知してし`

ぃたのである。既ちローザ |｀
ルグゼンプルグは

旅i早近し、静か千1上 を久ったドイツネ地会ん主党、

労砂組合の広敗1■任りを爆たさせて、
「

マン
七ンストフイ 読ヽ」と掟れしたちローザのド

:イ ツれ民経判はその魂、にあし`て正 しかっ、た。

1905年のソビ‐卜鋏 礎:ク曜疲タタア細.冶、の

上からの夕ず砦̀
〕 リゼ栄ストではなく、まさし

くレーニ>グラードぎ毛.ス″!フセこの地鐵:マ
'

ッセンストライ女だあったことを識待論的|ニ

老嵐しにこし
'正

しウヽったのであるデ11コッ

プLドイツの叔力権 の差異とフロレクリア

ートの自然だ生雌 異を超だ さず
｀
、同時

にそのこと
`す

1歿1製1杖第命的人1衆羊子の時代に

見うにる、真の子争のことであり、平争が生

みだするのは、あくまでも細線であ |)、 超讃

の力彦一定の段階に道するまでの/員ば あ |)

組織
｀
の″デーにの′尭階に童するまでは、子争

を言このるわけにはい胡なし`とし`うことを主た

しっっろ、し力lし生きた奔証、宏釣発展ぞは、

遂↓3¥争グ制 を創り出すのであるど語 I)、

た:彙千多が鑑
｀
の基礎であるということを強

調するあよl)に もアロレタ1,ア ートの移維千

多‐の力の本感椰ま、中核、
`多

あたる:系ヨI織
｀
″竹老だ

｀

はなく、パ′ソ民ぼ周:通夏千ヽの茸り伶耗なフロレタ1リ ア

ート″ざあるというところまで1精躍_し 七しま

,́このであるo従_っ て1lq辱
′
1月 、スパルタク

ス、|ワィークの人衆時燿の誤 l)と 応 tソ なが
｀
ら

り ア́/7ネ ヒト
′
と共t■ これかい 力右禾指:碁

卦とオイどルの軍陵)ノ そクに、有千人も'労 :

夕者の推りくのあとに肩じく殺曽された4で
ある。人衆理効ご老琴なるたイビあるとし`ウ

ローザ
｀
の諷|)な しヽフロ

.レ タリア=卜人象への

作薇、その革命的ノ燿|、 スL魂は言7西 じうるり

れど。彼なの党に対する巳者|よ、有よl)も 、

彼なが 口>ず革命論」左一流すればも分で

ある。ローザは薦形成一firl織静サ■わし`ては、

一貫してルーミンと轟れ てした ,ス業孝冷

家蒙目を車山とした洋晰Nれと,ガ術者階維の場

“

仁

者党とスζ蒻隊リニ釣通影しヽを堵づてし`たのだある

:;O》 ね た 一
β υ hdと

了

′

|♭ 戦 丞 の ‐爵 礎 縦 .一 の 六

回たな、のィ盆1置」

二釆全掌連の結成、その主コ流のヘゲ毛二
上の権ィ野と久ぅ直接釣確フ台利曽の墓に鳥1違1統

一かォ甲しす のゝうにていつたのであるo之 し.

て再遣1統一の政治組告は、‐形太的に戦略1戦

術の新ためク1ツピ式イ乙された。たさくよつて政治

過程論、二期諮十岩日理論の組みハことして

あ|)、
1雛ち岩口体論の粋に反中千争餡期`ズ下、

イ|レ した内lな としヒ瀦たされ!「 氏主主たの

徹底化」の中に反申斗多左′位置づけられてに`
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.存 うのであつた´
「

そ レて プヽランズ /ヽマ リ
コミューン、ジャコ |ヽ ン屯、マレクス｀エン

グルス、えに レーニン、トロツキーに家化 ιヽ`

四たが、フロレク 1,ア象統革命の推孵し、フ
ロレダ r,ァ ゴ衣歯/ゝ ン主又の鮮場の雄、ラβを」

とスし`oこの教輛謬荘かのスローなンιして 、ヽ

上、述の「 反申子争左フロレタリア日木革命ヘ

′/日本隼冷乞フジア隼いの勝剰)と し界革命の

彙験口とせよ」というものであっだ。その内

隊は、えさくトロツペーの夕く統革命 |二依存 じ
~こ

いた o「緒果と展望」の中でも哨うかにさ
′にてし

｀`
ろごとく、,救汐半争の見通 し、暑

～争
の

表曖iCん端の党としてあ |)、 岩田妹 諮綱根
はヽ冷日角マルリス主丈の課懸の中にポらい

にされてし`るごとく、新鉄華榔騨取 れ

^主
え

‐の‐級′ i理 )と最 ||¶融鋼傾 (貨え手末、)の
・か離の

「

‐Eルフ′レト1綱頌、」はォニィンターの

敗比をき味したと絡福し、毛″tを夕紳 riわ

し`て/た一するもの|と し1乙うちださ1にてしヽた o

また多元勾国家ね (タスヘー釣国家か )、 ロ

シアのin、 ドイ ツのワイマール体制、日本、

の製后羽畔11を アナロゴー化 しわ署協体制詮:(

威労λ l皆級 配 極 註 )、量 争訟 、左 巽 反

'う

)府統 一

縁線とTι威すれ′譜勇動春確抽まンピエトヘ転イは
イ窪ヽ展する。費|ま その遇程I在翼層対,民 こt_て

市,成 しうるこ去う日本革挙の占r術を導レリたの
1芭あフた。この六回大公っ基調|ま )声田世界
資本主又誰lこ裏何|ウ られてLゝ たのである。最
も羨徽的Elま占効梶紙上の杉お説えに雨されこ
しlに ごとく、喫資世界資本主又|ま政治―軍早
当ξシ製肇にらこ済過程お従属、 lヽLIし ほまf目編成され
てし1る。1篠Lこ ドIL体制下の話11」職の対立れ
埒軸ま輸血ダンPン ケ戯こなるた

｀
め、国市 |ま 海

外進出(東南7ジアlo‐ 衡勲|ま あるか、口師
競争古☆'0滑好Lの 前Lユ |ミ |に ひまり,叔ヵの「王撃
収ザヽ 島 1意 国内ヤP圧 とか1)た てる。従って
独占資本こ紳評の予清)ヽ今こ軸とすも学協体

制|ま崩れ、番済)争 は激化し、性治と沐又去」の
ぬ́4■ 」l量 反申)琴 へ転イLす る、との結果、自・
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irFitiitlよ、
・ ′  ・il｀       1       :「

・1′ 1.       ′j‐ ・‐′′,・‐ ・て̀
:

′  一          :    し 、 . ′r  ・‐´   1

1:島0正燿軍放敏 台岐1協孵隊と主軸にし 叔力とG｀汚た

端0攻島な匂陶く船Q“政:台集実,こえき通し¬眸Qと

難 させ,現たの自燃准豊消景ゴ|き択し,

″年)
ヽ~~υ ノ



隆0"成 撫t練 |夕 上げ,央力武装斗争へ稲わう。革甲的

戒 Xの統一代黎RIミ緒車サう武羨ヤ派、ニネl瘍70させ

る、その各わ″子旦発は 一̀
最丙セス斗争と常察で.せ る

た家の1上場́ 斗、ヽの増範ιすな″ろ枚力|ミス1‐する.党X
幻細欣する麟11を,`ャ政フ台:β 区と′蠣,rの中央|こ踵蜘さ4(た 戯

1晰
軍国́ づψ紳ヵ正″ガqμ力」L4夕 1`よ う喫公した先酬

!ニ ハ甫

4羽マヵと党の巧′こ畔勁と所a乙武〕奨
`せ

、表4.率 z劫

ざプリ型エト重翡力として断θ形力:乙 |す かる、りと||工 11%

従刀メゞ籍
'ぎ

、々 力Zグア劣牽穂鮨 そ¬こあり、∠のことこ

壺じて、夕
`“

〔ン別御=公ズ孝・ヽ工励孝項公 トヽトラ

ィ々 季受な方、組脈入こ■、白た
`utこ

でみノ艶、ぁ協針暉|こ 形茂 _

.ガ うちそれr lJ、 きな、なズの辞晏ここ、大ズ戯'磁派ψ

/米劇した展ヵ″猾戯的と,ロタル隊乃訟
`ガ

リぞ|た櫂派
・三中1枢差″燿じボ|サ北膚げぅげf)´ )ナ上城ク|び 、なカー

.

ψ ィ́9乙蒸ヵ身ョ|ニ ハ′す衛li榊聯産獅健 ι、叔ヵ

こ籠ハi軸つ`ぅ田Qの内興Zとう力るとしヽう湿栄と、枚

4塗ム主軸こιこ堤こιたこθま隷極餞ど1カっていた、_
・イ41巳汽√

"幻

′こ果鰯蔀弧野naこ |の採用1的今段iこ ここの

営とし1クベ|は 出傾向と‐歩上場するわのこここ

'阿Q歯籐穫遂翻くiιた力である。と'3から党め目的意畝

性に干る要奮ソビIr片運劫こιこ|で式化とたが、ιびι

板力 )党Л軽:こ ιこの′海のこ外亡む言ε理性及び辰う言外出

党(委専コト)の栗:こ:とめ内栄性手櫂(イ クことアド許媚

に
`と

習|ィハった点ご召ηθ皮1確

`診

)の `′胃ヨどうったのご

める′

′ヤ  jたrЛ二林潔簿栄花こ像年として夜′どιて来
・
ためヾ

(り ど|ニ
ト■ニ イ|)じ IJり ごl■ 卜:塑云力

｀
とど

｀
う巧ρ ttJ燿 こ と

ろうとこ、イ′軍學一沢だと√力奴髭乳こ妙生1ことで|ぎ、ο.

0ぞ多孝興ダ、個人イ』盛とl)う 、̀任解げ曰♯氏
=孟

この

衣由として|ノ
ピII I― 1霧」ハニグ・tつ !名 ιズうことは、オ7

たくに15熱 |ゴび力げf〕 のである。申炉1角子ノ体~‐正頑甲イ言争́

り′1エ ト1資雲私妻宅要とf}う ノfタ ー■月J運,務領仏彰警
1穫

:と ′

tて平額/こ こ米てわり、有Jり どガ‐́軍 縦́一崚組の階

約噺伝幻内虜和逍こ費容すう二どざあり、通:励相上=槃ご

だ6)..    ｀
・            ヽ

・ ′ /

1事 が1)。 こЛ点にまtし てば、薇の却商玖″′/rイバ准インヽ

イつ`:夕 甲碁
「

計づる芝言外′儲ユイタ、壻をlL」 (PFI‐′
6ダ〕∠)遷ヨ

.補興っρ孝ゼ′ャ1糊′ィズ孝多のニィ本′ゥ琢を言」乙」i己じζ⇒le見衣_甲

爵乙1征l徹うラタヘの質体ご誓ZIJ暫乏ちが分とった刀ぞぁ4

o 週燿類´́己宥ρ屯二祢的瑠~定
手、形成  分

″年の東大響田子争-4,28沖縄の形薪里観は 4ヽは、

党
`こ

軍キがで1求こ″ヽ、浚 Fれ″耶輌飼/溶の紀嵐|が、しヽ

かなる八スエ又白澤ヒ稽ケするがごし`ク椰1島が激に0わ
イ(存I乙 よ`うてし`たのでメろイタ0イ不rl暉普を費云こ網策を買

尽こιて琳:ロロ1守こ〔鋤隷颯二社ていたが、このここを統一

j■によ揚ιラる:剋的□綻iの基準ど帯ち得ず、このここ|こ

付ιこIロムな角準着ι鮮なかった失こと、ワ日′載急|こ新

ιしヽ質左
.桝

っこ継綱liれていうに ある。「 イズムNθ

.12」「先フフ」rこ准t、 こし「 %ク確:昌
1衆

_こ切る塾幸:=

左ゴニ鰤 にと凋
・
軸乙求あ、|ヽニク上|プ 、_■庁IこЛ詮

負η整:理とし目が、景修帯うか/こ不てしヽたか、.細領一

威略の内的囃遠こιこの力漱詮上に力全tヽ こ、″~賢
こたさ

のこι編なかった限野1生産桝ってtlた のである。そっこ
r未来学」永起の彼岸こ軸 雌重又この録 !び形成二

れここのである,「 危角性プ′ソズンヽ」話に於i｀こは、通

寝期歯界の.輝
現在的に老の規想二口離 叉左i脚栄に

ここめうここ■く、イ可ヽ りし‐酵 フロ狸=也動 の
l踵餅王ムぎ我 べ々週頑掏

i苗写ど先凩′
lιてしヽう■′ブ′

tlザ

ならなtヽ ここを
`勢

をく十働闊することはサ計3ιてし`たのであ

る。すなわう「 たフ■7P23」こЙフ5胸 iプ Ettψ蕩
～
贅

主又へ∂壁:過程に白あ‐到1虹置|√寺そこ郷誕勺〔こ求へられこ

t｀る‐「 環駄躍押飛引抑誓鯛そ1菱条件|き承定こつつや局市

ロユ:を1又力こスタ営詢 什する晟励 傾城翻 導1論的′こ

唐写i層:薄類からき蒸社民主ヽ受イご礎近すうカスこイ尋打マル

ク:く醐曽1帰途ここ哲ヨ寮薫'ガイ響
"1詮

、ドイ秀分12疎夕綺誼

)ん根1無とιて、こオtに ゴ́ 夕細〈ぎ1史デ」_反チェ́ リノ

ク詮ん縮書ιこ人薗解枚の議 週澤クう■俸的に社ズ主

立へ竜L唯市倒思想鋤 法な結智する曲謝装、プロンタ

」ア国F■叉♪思想性に規綴着序のり資曲澤店ガ`じ週程
‐

ハ詑理を亀えこ託証:こ 、未来rご1勿凝rヒι御る思想とここ

号うi昨の居想ra高めるここによっての引響大4う るの
.

て″うoこ稚0ミ我
｀
の々冠想桂石あり、この危試|.性が聞国

工叉、1鶴ゴー「 晰イカ老国家」で■う人で左F深乙人種
・

―

´
キ

‐
　

・ヽ

・■
。一

諄
ノ



これ/;我 ①々胃薄雌てあIJ,こQ薄該l隆な帝国主Xノ

.|11颯口 1))晩皆着家iて回つ人々 と認殊こノ嚇菫と超丸

t.′ I:`:ム lI葛

'ど

5たてつく瞬狙τある 未和こ物費1ヒ

ご:牲:i理′仁ン4itI見代■界0クi資由基ソカづ言佳証И .l」

杜狽:Iゝ慢と二人向綱娑(VI濶1鎌itt J簿卜挙神詮T里

し方穫1得した41▲ あヽる51:物曲鰤 夕商で訟理こ

社:伝鮮1掌ふ5人蘭主体と榛 司師詢囀瓢縫以 番
|

靖主文|せ ,アロしダ|」アロ蘇主,v七縦́ 衛1の輌師勺

絢 o範 |、働 献 ど焔 抽 剋 るマ1暉意
yO人向削破0識ヒ |→

´
高うえ41]であるつ戸

l

る。政治り場(0腋略客党Kt・き7て軍43丼動出,党
.

¥ψ賓薇1危せるキ|ヾじ硼 慶諮w烈欧である じるしアロじ

7リアートに依拠ゴる革甲党派白,魚梗Iコ(昧 ′́ は1〕帯

国主xに対せるイ巴担lη向題本慮ぶとして称こしてヽ 3百①

である1,(.    ・ヽ l  ・ 、  1
tQJ′用ともって脅載:詮戯蕗と上場議した岐賊シリー `

スざ口1太1灰0バノ`:1台(こあ|」てその1枠0セ寺ごどt「う颯稚

摘さネてしきるな取環する向顧の主てハ|ミあり1停口主

剛て対す31[握Q向髄力厳然として :静種してl〕30で
1

ある」こ水自身本課りでは4く ,｀t″ な々づ■てであると

こ0邑ド枷社像詮Q瑕幼 と理解てきま,こ iヽうL48□顕豊Qでのり1_■『卜尋甲=古界7口緻左l」

た 嘩 厨灯冽マ熙学1とし確 曲」電餌獣ぶ 躁卸生な 力′ミT]1!:l醜
Ui上

`/):｀
用し こ

  1勲
きイデオロt―教き0学純軍事力学主XI■雌 て 甘ξ床来o内容ふ同顕寸あ調 たこi〕 彿 摘呻、前岩こ′
あろう.す急オ洛書は 文のた椰■,古界フロね、対■ごせη句晏日本主てる■きてはこく′そ0内的級.Tと

=書写遇い軸と普界豪暉破争て自|,ど 1」 ′旧Ftti国家.党主伽■あ|リマ吉《鳥的に対象化ゴるものこして笏る①台
加 えて,労レ的0量によ調磁双畢動欲させるi畢な岨、, 1日アンドのM′ 帰|こ東薫|こ

`|」

て附L挙♯同脈
.

:主「…1■_■o暉勘庄こそなプロLタリアロ休 ふソ達設#坤い認近:じ′アンド不〔オ2山警抑靖|は帯
主ズ(n内宍である.こ Q主iメ:“1論:21L=暉規性&賊騰 国主叉詮∩解叩として進行してt〕 ⊃だ。そ①性 絆 型
たせるC.のどして書界党本業備さなるこさ①針13ア .的 (■に′風松1港

「予;l代洋甲 Q模索」①中で0劇左翼量

ロツ′79E雨 0゙1昭午き指ドすo剣寸
:未来にあ てゝ 劫(藤白里由G)用納t端的11示きえて|」るさこく

1所左

物勁

`ヒ

14る暉緯どしてK′ιィス主ンと人権民族む招
'事
暉雄|の種落理由は当本主文OF史的現段斡この関わり

費サラ専ほどして穫得するであ
`覗

 ■     に半聡鳳寸3.そ″1`甘でに.し一ニンこぞ①同蔵なつて

以上oよつ(■族走̈ご:木て|」る しなしこ烈容党o｀詮当面したこころ動 ぁる」
lマ

lιグズ主丈量1油なま
理由

=外
乱 て秘系化し4刀つたどこうに弱美な特桂_・ 有その炸/段貯lョβち隻蝉轍占‐資本主叉二詳

『
i×段昨

したQ下ある。奔ち隷 と饉術晴■き薔界守 主Xと ■務
'行

した」
.こ

こτ由拍ごえたワ多正主i叉誕争1にあ|」

切り中く礎1着宇党0内輿tilス、糞輛
‐
史&鯰薩IQ術幕 て「L/ιし)ュタイレ左中ILこ甘5修正主叉ミ照博1資本

40回転軸どして内にもっ壱界プロ楓Tt①「臓得甘 主叉友訳ウ榊 しltん早くそネ|こ
τF離した恣 ′薇S

■き書界フロなと書界党と0関直(樹tづでき救力と |よ ′新し|」発展β研にれける資〉ほ 1文:♂
｀
沐1費薔獣貝燃 L´

こ踊イトす1せ本励泊の政南関係」こ0画面なSはも にあ|」葛l鎌蛸しχブ 新U〕コ象本つ議つん結詮査ヨ′
めて 党0党だ番噴|↓護得さォtる■ご

`Q下

あ百′そき|し
=ノ

ン7ツキ■中ILI」び正準1婆博、・.資本圭文
tp薫:[湘 モ物llて

「:蒙鞭  ダゃ∵均 0方法書・e‐
T著 0率ボウf:対tてなたkなこ目在こ色て 単rt教漁亡.ヽせ

置ぜ■にとごきつた′
寸る具体的な目1示鴛Qだ1技0 「し一三ンと・ぞη同薫1寸 ,■ /とシュタイン蓉指摘したこ

発現71鋳‐|てまつ「て,|よ |ボ試肥綱曹足Q驚観的基危要因な とき静1本主xめ麦献ゥに対して目在南きつつもノマ/Lイ

式寸つてくこ。.しなし子1審危枝球薔界革暉さ自推寸革不華xFI里きlo原胸l`響:当造1譴鏑Lし′こ0限L)に中」了
右鷲政逮|ミこつて贈 椀首

`噺

l「作ltづぎず 主
`朱

i等p辣ヵマ/ι ′、Iンの謹典j学紋さ穫作しフつ生しオも一方下′
ごアロL7!J了~二枚jを重取さ毒言云した貯Qにす′,套ず 帯ぼ量χな学|ミ 唾寿省」としな見1技|けにオツツt二在韓
る論 ど紹 ずるこぎ′1寸 bめ¬岐酪たりう50了力千1し 1キ国主ソ亡当本主Xo新し|」発表象F↑としてね担

´́ f/7り           、



し′.マ|げズ主xと獅1唯的11発展させ′じた|■よつ了 すなわち驚|バ詮」昨
『

i:χ訟」5趾ド蠣音界き色0内
ワ2イレ7-主流と封丸 ォ3ィン7-■ )、をして理1種

1的「網垂1雌均難見こして′交華」象る詮i].生さ1巳 嘔́ ´
・0情

'兄

さ澁 ―マ化ゴるこ1撃外在メ|ま帯戯 段附な わ甘秀ミムi全どして明5カにするここてあるf雄物|く細
´6翼こ新し1響殷|す

'7う

国家徹占資本主x=集六主 なス:類1史と,前史と後史|ミイ)けるこころ本づ′前史右:

・ 叉0段降囃 1'そで聯|]にして「中ソ訟争」=昔oォzイ 3櫂数■o宍八①通ドこしてrlalヾ期t´界之
`庄
置すけ

 ヽ ンターとガ
・
:3イじター0詮争として||′7ニ ン作し,ソ己 るここはハ練3のである しなttこて水来0意]ホi下

=■ルじ
=Lタ

イン 中書=カウツt一 覧 'る中にあつ Q通ドは1青界蒙暉と労」皮こせる春界ア膠宝可5o喜界

年 藁ホ主XO新し「1嚢粽餃所で布|る国な資もそOF史 0■界避卜
｀
靭でありき寸。通ド期■界は′末 '々ガ資前

的社似駒体にあ|」てとぅえ」ォこイン7-Q木恣こ対さ夫史の資本主×最轟o市口主叉歳nlてありもなう.対象
して|」 5新1洒導静政方13mで 」るな′こ0らシ納 書寄〔市口主X)(D二書菌)党ん,叔力2鎌肇ったためlt・

把経0漿1塚響諭碗刻感 ML派 ′叉1晰無K在ご劇OWもこ 党l■支調附′的自己こ遇ド苅日烈載寸射Lで外仕)し
3

′
_´ 麒 |ドレ商 つt,ヽ    ・   働 D蒻.ホ期目家は党=支牡 痢 ス勒 象l■

そχ出玲は自争詮的に感曰書0二鰻n革蹄社 対米に 立lずる末
"ol貶

革としての対衆とてあり′夜アヌフて、 ・

属
1詢湛 蓼く驚:瀞た主革匠」′t爛置して帯国主叉打イト癬 博革甲音界こしで借定せ″・た力けてあ3.角

畢事事甲誕 7口忠OL:一 二多主メQ現た的復枚l①細′
,貢

tτ「ヒ0末完0支革こして対象
`と

2:」こド`朝日家と,li

的立場06準に日共、こ9掌派阿争と主軸にして

“

咋ヌ み11認鞍ゴ5カ」によつて過ド期告界0'生

“

は麦わつ
.ンドな登場 し煮こ1)ぅ章跡みづふまえ百るoは

｀
′あで葦卜1てくる。アFろ ,世猥 た主X`ハ義)の発展づ世界革

昧て|ホ1漿駄であつくこl欧ホつ遭kそ0爵崇ftあ Jて 甲菫,物やとしずiミ打絶だ
1カ

=が
,な、、ウて影る,可需

・

軍
1賢
等は日事こ同じく「記酸′民主芋甲」

‐
とcもぇて[)ゼぁ″ぼ1週農1期世界|で「木も ン象,た革世界」と

ん0てすだ鷲こ0■ dせオ2次アンドQ約括0-禎美で 、、ラ竜啄が`́ ‐
モ|ミ を覧への該圭繰、澤・さネた口と,一セテ

1 もある。1了師威芦主勁 0石史的主体|ミれけ
-5反

告的 |ミヤ)鳴へ)とする日と併をするとヽ うヽ解軽1ミ準1)、 資々
対1衆た(そ″自身不瑶統o連続:としてし夕αl」本)を71暮勒 幸甲|でちヽ1する過lだ地1□現17世界革命1茎;もがヽ書
アロー千しご″ていな1蠣さであリノ反市東イセ主又を生_也 、々、すぎl),分史へ̀発承移行じえ行、ゝとろえて(ヽ う.

θ十想||」轟輝.1的1劇仰でもあるのた  ヽ.      ′従,フて1る義期国牽あ戸史働作/圭餞 ず3う 曙1世界
イえイング

´
容づ′ガ3イ ン7-■ o転換右′オ リじた スタ乞え一せ 界|れイλLたの原理ぞL亀し、この差本電革

、 市1日主X減宇在めそこ,烈_晨枠小主X幸月流Q糊 こ 〔.^膜後曽tマ
・ちヽ てヽヵクトつ丁ヾ ぞ堪坤り|ご よフて1日

CI対決在|さ0財 カウツヽ
こ
の1赫日主叉淋 5′ じ― 1民淘9ゥ動中で島茂力1田屍びICの原理言力つ卜つし

ニンはU♭7≒ イヽこ′↑①屁融資本論と,砦1的 |ミ棒取し うきのかが,稜艶され、も療類□れの
「

ズ的VL・僣|り ,`｀
フア′L一 ニン帝日主来艶■0ドフ喪|・千ッ7専1詮争こ1嫌 後足、てtマ 前燿1ミ層、すらのδδl・ 丁フを′)`3.さつ
41■1オ3イじ7-C)結廣さ̀護奪して①に対tて′埴歩`朝 ォ未のなっトゥτべそ七界0,S′の東認

“

慮単,J`舞

脅辱宋用図準ηオ子インダニ0櫛易放
`え

オイインγ―内 iこ √って,9卜っごれ3が,ぐ薇ゥ`卜資前史ぅ資千L
前 身0書合争春弓詢力音口夢も①評

:宙ものでり′卜EIツ 1文茎旬く苦場不受的原理■曖遣し_ミ れ亡と場じっく ・
夫―,教乗1主粋鳴讃ゴ課針′IFァロ派.こキャ/ジに|さ′ τψ夕ιしてぉ果とレて

“

ユ゙ れる。
‐
ざこず珈

日本ltあ |」て面力派 大田竜漁.黒胸 学共同不o党 じ層のおι甕:♂た年け た角彦ソゲ門ろ
`｀

ノミ専なるの
i

'ユm争帥 対こ木承ここo葦尿きllォ1壽 百の でち量         _     :
‐
力春同つ年

で り在0である′このここ畝 |々さ過.ド期■ .Iフ z「甥域」の日1毎
珍翅てみ詢」れτヽ`3.■つ

寄詮さil体的媒命計として′主体的に夜得しよつこして の力`考入卜維ど取 1定 中ミ興:ミ し、そぐ分う条ろ ,1阿
・きた0であぢ             ...    ・・

1 _                  (18)



`銭

i´威酷
=一

毛角汚洵 内喀こして,導せしヽす幸:ひよ示
ず.trじ力′黒費と叫 らスの質子さ(111ヾ ノ`テ)グb
T千Rし ずをうなl、のグタ)1賀筆希勧ミ識してもキ・二、

'ル

の課を能り峡」寺の嗜半ゴ不卸1,め フ`体|え レこザ1俊17

「
場所・fり立場C乞向セ)」t考7τi製定瑕元

'塾
ど)ビ_

の ず蘭をおそCケ笏 二た 赫
`t夕

稔 化 )|こ こ`
|■

i),寿翼

“

|ミ lη運氏0ガ|を 之だちる。  ..  ‐

ミk″ 蓑夕てぬじτ,マ々〕0ヽちヽヽてい面♂勲夕、と行5ぐ こ

とちろ。 ・         ■      :
.・

′                       F

C,1′ 9♪



颯ヨ
ｄ

切ヽ
ん＼

ノ

ヽ
√＼

．
ハ名

「．

―
ド
ト

ヽ
■

●

ヽ

―Кへ
０

′
卜
／

「
Ч
‥

千
ハ

ニ
ー
ー
ー

鷹
は

ヽ
　
ヽ
　
．メ

ぃ当じ

，日
具
′

■ヽ
″
・

，お

κ
）甲Ｆ

井騒ぼむツ1壱詐朝課|二あ日るデ困二争が、qC 崎|=菫しつワ翠っことし|う 二とで石る。萩・Q
G〒 ツチあげI作とその破産こ契期として,|ざ守保染ぼ

・
にふし|て

`帯国主勁 打と人配威
・

胃三辰ヨ守げド印■|こ 入[り ¬⊃あるこぎ、載 に々 綿iRこ のヮロッヮ|=確 II敗コ[LEの であるひ`´
                                  !                    ^.´

ヽ  _ l_、 _とつて 、その黄l床と、そκ亡このざつ|■ .に  、そ閉ぼ 、8る0資瞬に昴tlて 、電主体|=こ
場Fし 、御Fに〔左解体は乙 」くのなこし1つ政 っては幽1〔―膠てば日くその調程のなみて 、
発的 ,理詑的 、組織中展撃な画わ嗜tてし|る と 呵o町鮮隔Qョ争製1垣 常的試装二争・田

`起

・因
・考2察丸 Rヽ々 |なその作並|二 Aる書lE自 らの位 鹸・む零革甲戦争|こ賄利する中椰日縮い更設∧
置百国脈玲0ユ争甲との関係t屁めて田らな の ヨF弓 サ

=〕
費Bり ND壺静 AのさごPan

I=ビはぽ盾ら,Iじ
|。 この小託:日それこ目的と .、 し4し潔定的な材―歩2踏みu寸臨換朝と

してし|る 。              : しzぁ っFの Z●る。我 1々8、 酬崎引二、日午
工 :隔Q」等の環層面こ.BUND′御)南太

`取

:呉隼在耳ぅli日程Л尊なで 、自己こ牙
=業

B
内膏鷲」争の位置       l 

・ : )2r窃
7る契難t、 ねる'も のとしにのであ

鴨野口了nQ鼻争の事を詢ってもτ々く尋出 る。つのう竜Iス|二冨ιlて ,畔 争ぼ断じて
れ産■1釈′む{宋ヨ民麟|二為ITる ・、書力:BUNDこ 戴1に一騨■|■ ほし|.

伯めとする雪事回賀派の政治的寧畢日ヨ敗tl百  向懸ば 、我｀々か で墳組紅詫的|こ IU騎利への
その:ス展

｀
そのしの容`雪ギじE冒事の質に耐 才一歩g饉身出し、′IIt参 ろ申局ず、雪体ど

え田И
‐
辱しl部胃在B∪ ND4ら追成すると捩 しての日本藉o鼻脅こしてIJ、 節,こし[と ιi

に 、新しLl官の中困二冬Aの :稗lfrこ響求し■ うことの因にある。
_平椰可盟と中材 Rこ先頭_こ

FttPら 雪`雫こ1奮態するウAの同饉の識躍翌 言̈う日本のフロづ翼〕Rな 市ヽ国主ソフ猥ヵと人認戯
ιlガ |こして実瑚飼るのひとιlつ

=と
こヽにで j縮こRの妻と務序こスローでシこし、表酬隊a

ある°しみし｀書 る々`ここでオ亀しておみぬ 碗壁と可る強回はヽロッリ|=甘して 、輸 こ
|び慇ら百ιl二 とlξ ・Iの資′革

・
甲一才≡〕賀B みrTた ョt12tl浬みっっし 、ヨと秩序の:神聖

∪ND車識の昨山そのしのみ` 、一般的に酢秋 ら生科り著=札副隊E曰事的|=;)陶厨し初珈,ほ な
学保数 の販]日■さつ・て雪撃さイZし |る とた ・つにこと|=よ つて 、飛る'砂口狙派|'政詢的に毛
えうIと ば、基本:的に課:っ てレ|る とし|う 了ピ 1町■し ,市震村冒朔部|ニフロ巧園:縫あ∧ず毛=である°

・
々́ぼ あ`の

“

t利°
211=あ |するみψ ~種打巧Fてる了とかでき電つつた|ぴな↓り

`め憾販工つら11.ζヨ冬∧奎l!う鍋1程|て 、三陀々日 、 ,誨■ :期流こして‐ :沢定的俸局褒a興 1義ほ :

身の興■と 、受話日縄詑の敗■として可象「こじ.く ごれたのこある。     1 .
、RG― AIFの相築べ向 つでし|つ たoO回  `く て、:冒酬肛 後:翌日薗|=向

`っ
た。吾

大目によしIF、 Clョ己、覆飛こしてしな把覆 不辞田の不な両ひ馬点憾め 、革マ|し かのご|■
′

ごれてιlほつつた党ハ軍事e、 学ぶRGヱJ II始め 、BじND奮哺めと可るっ匡|■三|【 ほ 、

`)横
入して細編し =`その質|二頑定されつつ、 四部矛庶こ深たご⊂て山っt.雫瞑量のノiン

AIFと 、IRGと雲ユ出Tものとして組、紘し て句卜|び導園|こ あ|†る限申′
1上の1■融t,相河

ようとしEこと(この:聖1詮「こぼ」
`日

ヨ争輌匡、との関豫こロリ捨マて、契爵への釜出に車●
もちEIMにな )、 そのことこ通して、受そ 、鴨′ヨ耐す日―ド=キ翌酬な`始きっこ。 .ntのが 、ガ∩甲隊(正預軍)iこ してのRG  そa―竜て,和力ば、画治的弾匡のま乞I″〕嘆ここ賛台~甲辱白|=楯f専じEIT凩ぼ磨うな ス周し~卜

ごじ 、司■の蔵測rじ IJ、 スの前|=
し1三

・こ左活し示したのでぁる。↓|し |な えるほ 層人は平等であるとし|う ワ|し ウヨワユ∩[て
ら|↑

｀
そ`″1ま で・更の畢月装置と||つ た程薦 意えをもふ島にじって 、国廻畿到亡薇行ごg

の発昧菰t‖
=萬

し|て とみえZι lに 、資の耳環 、:6を嘗索ぼ曹κごЙてιlフ た。砂目犯〕

`願

.甲ぶ、営の嘆てのものとして下」蒙fにごれる段 恥Q二争受体のほなも 、著っ31り信凛に夙弓
QI)



しぢてし|つ に。
=う

しに状 )興Л確ひて 、我同饉 裁 れの言葉として筆じり逗ごぬ|び町ら応ιl.覚
の労関ヨ争ぼ雇日JЙて♭|る 。1整つ

｀
嚢|し晨く の旱甲ど隠1鋒」争の質的憚 :一靱打耐ィコ常的

」じ1鴛 るのみ 、こOF racの 政治理詑か .異 ぼ装」争の
‐
健平E、東の中甲|■ 冨し|で1続■し

t用句|二 肉通し き`需け昴露争雀二[1得るの うる そヽのJうは受の手甲 |ア 同F葡 遣し憲
る 、とし|つ 、中:魚 鼻争|こ 乳|■る最,tF員 |1鴎 ほ 」すれ|ざ

｀
あらはじ|.′ じつし、口の革昴春るヽ参る

そ Lて 〕曇箇ほ基準竃ある
・
いQ」争のふろ tl l■ しのとして:遭行してし|■ιl了 とぼ :環実の冨

つけらЙる
=と

はく 観`仕∩覚閃ヨ争 〔菅:R O二等IIttm2持 つてし|る 。そのことぼ:萌′4争 J遺:行してし|る ο石可」争と 、商 JI「 4争 でに蒸象に_,0つ る苛脈 13石 し|て 、環任の党
dす 可`てE~体てIJttι lJ曽 :|ミ 4争 |つ 、習 肉」冬のi:藍

1行は、少くとも、日向来の単i蓄11コ｀
ごしく・そ

'1自
身・として 、独自|=、 ご了な:羅 書て一大梨M=χ↑臼逍曇主緊|ま ,隔Q二争

t薄1)奮 i諄藤糸名もってしiる 0とし|ぅ

=と
とし の軍目面の自中 の覚因」争∧

1の
反駅て

:I.均 理)´鳳に:薔行してし|ぅ。       ぁる。日欧 の口にする電事が、里て」醤虫筆
■・

'13・ =は
,こ 、イ〒不ロギー■1争と、  置のとご詈でェ貫目されてしuぅことlg、 ぅ

fデイロギ~」 争こしては|■ 重薄ごげることき のアとの証i隅 で面ろ。足獄i忙:型成路の正揚
拒乙し7ぎ Lし 、ιl]でしZの■編IIな IJほ 履 廷目指すのでわ藪く ざそa煎:極ll〔 主体形成

｀

し|。 そして 、と
.り

mげこの菫揚ぼ 、口困具争bl 翌「煎置7葡日向КI【 どって tど のJラ II牽
・受参曰喜ぞ

`目

織可る二と∧a党の帯昴の日顧 昴口

"宦
覆き主な″ヵlこ ふし|て 形成してし|(

て融こし子隈日ご併t囀げほ申言ιl局面におし|て  のみ、そして t主体にあ っては4単Z正揚
|ま 、とり的1可天り]て 石ると`考えてしlを¨

'ガ
滑'iEl ~す る囚興奮こう形成しZtlく のみ =とレ|う

預甲之縮 可るこし|う
・

とほ 中`|・ こつて
・

~ 
威`酪詮の核 :じ |ゴたれもらな 裁ヽ略詑 |三

つの層な:で もある.つ ヨιり、中と雪この弓裂参l ごのnii套 くぎてし|く のうとし1っ た ,筆甲壇g
生み出ごИる。管は目|:去尺′ァの崎向色不断II生 ・BuHD魂こり臨 の詑争匡:落とし7● ら
み出しFは不断|■ ョL目活密淑葬田

“

可ろ傷向a れてしlζ の■羽る。     :     _
■■L了の′相違つi固定にご湘るこき 、国乞和″  覆lz億1の 戯線 r盟渡期き甲詮」にЯじ|マ
する受霞ぼ三肖羅し 、口乞限し|つ づ招理してしll( aRら ネ|■ ごれてし|る ょぅ|て 、我 (々a.霞覆
aて踊置LE■:■L五上L彪盆ITす れЮば敬弓薔じl ゐヱap年末と 、g雪 10・ll日 鼻争|こ ぁ17る
目dる(ピ|』壬||ぎ魚そビ1彎 :=あげあ付ηEと して夕師こ つ□加節の肛1しに引きつつく、籠認4争a.
ご

"に

ところハtの み`、円び
｀
ログi嘆こC′縁:~ご ノ|ヽご薔′

後退愚面であると考えてし|る 。この
れるアとg暉軍してし|る のである。そして1書 局面は:つ1つ て日興にご鞣 繁奪じ

.Iミ

らし
ぼ々Iの 向に畑

‐
して 、商

=認
議主体一変串主然 Fょう慇夢甲廻前のうR定書,彦後逗目面ては

こしてむえるこ婦l的‖τ回橋ハ路ほほιlと考え 聰し|。 (始´ことごt後翌扇画Fっ たか )
る °ほぜ憶島 1覚t巌場摩F休 II際定し∴革マ|し 熱:1意甲帯偏r'猶731'I■ 為ITる 、主体の町ユ[
のようIIそ の雇詞彊フロしグリアートの]令Q形′ |こ猥側をもつ 、1り tッ シヨンで蕩る。しみ
隣|=島 <セ舅ηらぼ .甲事を解 る

=こ
など し.こ のtリ セッうヨンほ霊薔需|こ夢し|て く

・
1てきようは守

1し
なし|ら弓てある。しし、ァa 自己2人 R醸線i脈員E:そほろ中寮三ROう 宅Jう賄コ硼 |こ ■ つたとき 、党の国は 、半はる薗 昼に守嵩し初И隊レ|)・ フロ狙ぅ『

の,2き at
読湛影

"印
噸■にまり 、我 セの託争は 蜂潔のこ たらしてし|ろ。そ珈は 、日本のフロ狙:Fひ

きIF党の正騨 はこのように形成さにうな 、と そう橋しFJう IL、 軍事こ隔QF`成 、そし
じ|うスコラ励ほ琶零∧と正早してし憲ぅのこ● て程抑配の同題である。■ ぼ々干雪:Rと の
る°・             …   

・
荀:『 ゴ争あ過程に扇ιlマ

′
、和柳 Iこ の同顕|こ

秒 の々話争を、唯ご生きとし亡talこ する7主 対してi3.一定の回合t与えてせ[゛ じ4
●1・ぼ 我ヽ |々ざ言び 罐新議こウ革とこ党にあιl し、、R色 13し |ヨ だ、甲事と隋Q形ド8、 受
マ軍た~じ臓け″|な

I薔
馬

・
(|°

「
栞EiVと 13:現 |=ムιlて 、このようIZ統一葛る32C一定 :

中の導蒻
『

である」と課つたマ|しリスの言葉E、 濯店RG一 AIF.覚―軍―組―威課とし｀

                 .(2)



■11ら なにしη⊃も⊃1美〕|ヨ |'こ 党案旦紘:て と:し て 
‐
で σHq刊彗るヽとのJう ほQ管

:

あるのぬ、lj離題 ヒ田 ってし1聴 の向朋ほ 、しつし 平じ4み , 復運している↓
=し

みみ↓lη らず、ほぜしうこヽしも中Eゼ ヒの目係t拒ごιI、 市■まし ごむl静 K 1蒙
ほ強 化I汁■てι、ろいみ 、ほC'、 麟ヨ

駐聯
f胃 購t lIC甲 II 東・てし|ろ てヒぼ 、′1`吾 ぼ

｀
田らみ′て 田記要aC繭 宿首 引Jほ <市 十谷 て )、 日深し

あう .モ 1_て _そ の

じl.

こ13 1理詑的向 曰贅
:=員 こ L Fめ参 ほヽと:ぼ

謙ヽ 明のしJう もはじla El.てそうてあるぼつιl■ι,電< :園事の自題こ ■金`,'0白 退・IJ こ|こ 訊1寸 うでだ丁意めて夢る。
|な てし丁l<「

‐
言含」としてのく:希 ぼ1詢可う

墓(1群夕)

'変
:′ Wハ l―  .

蔵ιt苺 豚|二 蔦tlて 、ウト詢乗庁参再薇可ろ脚(′
■.

各邑魚ニモ∩t会 の有販乞階直可
｀
るとと|う 訊tTb ttiと壺:聴 ∩Iみ る。

丞ιlて も 、てうけの
‐
■ひ ぅ。 EO｀ 我・金ぼfデ石ロギニョ争

=ィ
フォロ

薦困菫Ψ熙酔に汎じ|て き零
・
華昂の主客に詠 守―ヨ争として雇向可う とな討してしぎっ

|「 )・ ろ条「Tの 影′曲ごlt″才―、次琶零人ぼII 藤|す る てし|る 。 のIど ∩警1じ区香:|=と っての稽 不l口■71C自 革昴∩鷹注

"こ

、マルtl事 1晉 つ蓼ζ 胸行問題として 詐叡ョ争の増電a王・
,本閥 IIヨ ~ロ ッパ辱甲の受確力と その師1〔 として存 目同じ爾Й司ヒそЛ凋覆て 、そした甲事ε静目在し撃二″t、安国主

国主き
´
i戯1等 名、

り∩でこ碑二員11か雪島出し■帝 縮vる 党八口飛躍の過程で 、日聴.神奈ll l

そのクト酎示〔Tと してし
「

L   /
1-・  t (田原)の諸居IF政潟理記

‐
陶II t引きず

1弓
′11

中tみ
｀
中丁3る 外的示f干にとこ曇ぅほtl=と ほヽ も

′
i磯l向 な不♭た とき労積して原ろ姻ばなら後ぶ 寸薔 ), ′慇 ||。 破L(菖 3回天饗|三主

´
11石聰IIttη目じli詫

T――主疋音界貫醸 |=蒸 |↑ろ鷲困言、ッの了曰尋 争奮喬目静石してし|っ 瞳IItみ みわらず 、3回大資展るヽ ア|リ タ|し膏一モ済バ向みった 1920写 岬2C C諏索として程置ご″(■同国の制紘由
|′でI‐・ 1(弓 0課 Ittt 訊ド|う ドfツ薩薇乗とマう 彗壁菫1暑 tの 佐自らЙ出資i美として主体

'時

冒11)1)た りlR IF 才
′

「 主タニ∩又つ 一ヽり II言:|で
‐
確 ヒ田胤|ず菌面 神奈|||の話君のは■フと・ へ∩変 l百 と 受ぬ

‐

=
どに猿靴 atつ革孵

｀
陶体雪の同面的有飯l性 |■対憚じ口胤聴る もt覚∩不蔭 | Jつ ti選〒ヨ壽酌危薇に転化ごЙる 。みひろ同面ご日向派II突 ひ才1る こIIJっ

イゴ

となく 、肖1月看醸
′
認∩敗IclI鴛、デt.ィ て 閑`n・ 神蕉II Iことし圧 1ヽ賞 包t顎 7■更四〕2帝 国主ヽ単ギ争とそレll=弓」ご⊃つて革昴的載 | 4争 |二 T慶の販][雇 果鷹:Tま くご胤ヒ

‐
ので石ラ江爾呵II猟 〔・|て 、コ ミ主フオ

l‐ LQのィ旨ド
｀
こ相 :ヽマ oての酌珀理詑的猥側IJ.1警 な々轡理く爵1111 と|フ ιlえガP自 で蒸っ「碇て沢束の岬|コ■言 てし1雇 馘勝技術iV―

「
円議 IJ双 IJ何奮Pる受 こ各T甲な°革昴

=蔵
力ごC~、 イタリ7興在東i 恐ビ」`関頂向こ 、びごヒ4覚ネ1瞥 事こ調編_可・||.人甲敲籠 歌ら

・
しく、在せ桜壁虚旺↑歯ば

｀
で 石Iと こ翼鶏として 只ヽ産奪Ψ∩曽の言7∧寄 うこ導l断 したにもみみねらず

tcト
リ7ッ 〒 と 、転到 止檸Tろ

=と
な雪ittiご 颯てtlる〕、主密鋼刊■なおした。ィ 次青軍大ざ后の .ヒ 奮 。そa部帰田表斑E5直〕缶渦程託η総稲帝国主,いな自寺従ぼ恐ヽ

｀
、.平幸tへ 向ねじ|.上 場と t´ て~定1濯慶爾象「〔しつつし、翼|=玉コ:=ニ

⊃t`ゼ ∩|ごユオlt繋客「ピした燿″賛ハ 、「
‐
噺角者

‐脅颯3 II円 安「〔Lご 照辱なっに こ|=ン曖気国蒙 質遺申国主γロフロ棚二熙、后逍国軍  み1葡 鶴向そのものの1巨傷―牙 次BU、N
」

旅解械ョ 争|=討 可る ;康
:や

帰 1司 盟の |だ甲に lヽl詢  Da 正傷~の過程)頂 、同時II.新しし|オニ次ごにつ⊃ T卜1「 ‐GAT丁称お|」 この矛店竃 li3 U N Dの 形蔵過程互晒lTれ
|び

｀
慇らはじ

|。 費|り ら評⊃⊃薇議ご″
´
(て tlぅ 軍員賞131革界のタト

的 祭
“

13(フ ひる暉向の止場の契債そのもの8
r千こ生み出してtlく ととtt=、 遇渡調主 庸町11目 」争II瀞lじ |て ,そ して う彗のxx

■区出酬|二 西じ|て 自己θ華中 | 西 寸 酸てきて/1ヽ

Vl
となえる.資 な軍事E紺編すづ こ産範し て申国主ゼ|]な った じ博PL― 二帝|コ Iw 、フF巧

・
1本I)促 Bし

'Npそ
の tal恵 、自己♂止前

°
こIJ豪鳳1てき后ιl」 鴫質帝国主7言e」 」應 掲こ

′
、
'自

己な生)出 しIものが そ開発展じむとLこ ぎ苗マ′マじ|う 1議 : 君13.砂口 L勺 1)ア ー に嘆認こあレ|で再レ 1そネ
=里

み出しE菫峰し
た阿紹」争の

「
甲の中 し7q党卜の興1証 の自 |=ね ら″t

(IP〕

て(iη しのとのI杯
・
ヒこ雪華してし|て



としlフ竜豚|こ あιlて 、受|すとめほITみ |↑ 6う 讐円U理解tI Jづ て理詑訥II碁魔うりらねてιl

こtiの である。そして f婁 をにこって 、更の る。しな 11つ しlτ日降i:I〕可る .

澤昴と|つその実環ておる。 ・ '      
日向:凧 合ヽ

ウ
エうしt形で受向ヨ箸こ迫

“

て

=胤
|二司

・
して 、オニ)欠BUNDF同 -611 しlづ こと |こ対して 打 ti■ その労園_■争の

あιlて 、訴雷派こ生み出す
=と

IIざ って謂凛 遣めたの理言こ3J基騰そのし硼|=対可る種半|こ

したこ可る日向飛10、 琶ごしく 、自己のI嗣 暑鉛て、■さしく甲向JRの曇 ョ゙0に対可ろイ
の契積を、1稽 な々曲みごろの営三鳳二争こ展崩 下ィロ千

:_的
I『判E雇同じ扱くてあろう。

してごこホ霞

'櫂

|こ 求めにのである.正潟の契 〆コl.′ 更の‐措定|コ このJう |■ _,こ れるのa‐ ヽ
なさt者にも赤甲:Rca回人曇―o・ 11日ョ |―一受括の主 1不fi〕梁千このFMII一一    |
争茎ヨつてきに我

｀
|々て とって訴爾派ぼ0月 為a_ 「` rCc H3驚 ,翼諏:旅 ∩部隊月を背景こし1‐■

|■で育である |。載 t la薫甲この受派」
｀
争こ、 ビ因」争 |こ ]1丁 る申出 |コ 、61年 11日 〕トキ Σ奏

覆びしく串T詑のちな日千呵―秦ター印 詑 斎とすろlo、 8以眸の百報ヨデ |て

'Vす

る籍挿
労ヽ組籠言Cの 巧かιl~更 =甲 ′その穂唾Eあ と、え〕民の政治理たとしてt式イLす うとし1シ

う』禁識‖薔寿詑の課りとしてこらえてし|に )内えともって、岬つ、この2午南条に
'|,た

う
|[ギめう日向 .IIこ フて 、イ■)冥BUNDほ  共違日とそ;ltに繭弓|さ れたアEl猛夕1民の華tlの

試理的|こ 1硬 止鴨の甘吸てほほく、御町不の1ジ象 主含イことレくめフたので1事 卜しlよ そメしlT、 3
こ願るめてあレリiヽそして菖に、自7a主鴨の ク

'し
た、tl卜 轟弓|してきたとこちのフ,ン ドイ

契獄|■訴し|て 1昭τ石定の標いとするこしlう
・
たムの最t:翡iti環ヽ じてあつ[政■曖電託的

こと|⊃
:、

,更 してこFもものτl百なく こし|ご 弱で1く '体界
'ュ

1ミ さ)くヽくこと|ミ ょって
しt卍ユtの層 としうる直で″咤魏 (通 つてヽ可□ 実現 ミ」tた 、一噺

"幣

テ1冬 めう クトぜも,ヽ
ントの1託

君み・ll(ら Bυ NDのマネ毛し てし、 すく |ミ タくの日■の日lt叫らりヽ itひ ヮくレ1う

ヌ してBUNttatの にほう こと層でごT さラ |て (こ の体象その
`の

辱 1)に.し て新 レLl・

采通のBUNDコ ンワレッリス |こ悩 最ごノ1て  ものぐ tで ひい し 、
「

甲宇 &ITら をえの相 重」

じ1る よつιZ、 日向〕

"の

講君tま た 詠守¬回算可
‐
.(理寵 Ro、■)と のものフ1｀

｀
、

ク■

'暗

り
ぁぅし、l

可る乗通∩ヨン7し、ンワ7.|フ脳あ、み、図 じ々 1年 ク拭能
クとしてしつl軍手■仕ヨザ́|す ていひ

く匿|ヨ ころ'る の こヽちら4じ外ほιlの である .t｀ ことの中|て 、その畢寄1手 、l■ っさりと禾t
l,%く の揚害、両乃の1貝Fl10漫壼7るのであ 」していうψ      ‐

ろない―・o.｀     ■   ●    :笹 !て 眸、61年 10ヽ 8以降Z午待余の自かり
そして、1陀 才々■)ズ Bの:才 三)kBへ のこ楊

~'の
斗tiの 1ヤ

1て レか、産|こ の江町]鳥
lτ 3いとろ

な目指可しい|こ こづてtミ 、日向派ば、我:々こ れてぃぅ。この「 ヌロレタリア_〔
1環主だ」と

1螢 相河的1■ 無関係の掟平ならイ三次BuND・ 「租急ミれL展力s tttヽろぎЪれたヨ■tl事 、
の「 更諏」

1と
日衛可し∩こじて伯るてとιこな まざ1にt懇く護曖b久午Rわ たゎ日本のィン

.ろ のであう。これ
'_日

向派バヽ、tlヨ まで′〕 テ|′ ドン4ャ ので嬰的営為くのルの■セめぜ
FrαQこ壌:噴

~こ
あるこ1箋〕

「

とめらなつてこの たものにした し、この2年向、お その拠]的作
猥椒11で 閉る。たLで 、日同〕黒の話君かしぼ

｀
ι 業 lミ 週リラう宇茉■ひし得■抑や、人a争:k辱

ば口i=可る
「

互栞IUOOびてt=解杯可る」「 知
`ち

ひL!び 吉本薩Fln t6Dキヤ僣、後の切れ味●
その)買 |び h〕猟こ郎胚盲る)とし|う■と,印ら ひいしitさ lll″已事ラボカンノヾユーの経_首宅t,
同盟因諭

.争
tr正欄」∧向|フ ようとす否切I フこウと亡ずぎ史)■ C三キlT T声1還 l宇民力lて｀

|百 なく:「 租る」(軟・派〒〒助Mのi派に のう」こと■き転じフトも主体ィビしさにず 1

覇 るネ醍鶏⊃こと|こ Jっ て,買着つ|す ょぅこ可
・筒と書いてい りゝ`わらヽらずlミ いうし、梅牢え

るた回も コヽこ|■檬判ヒ警つのである。しら 召ヤ'縦本■1亀 し、瞬貝|1的 ←咆子そlft〒 t'縫 1)

ろにこうし[噌凩ヨ書の追め竜慰.Iの てと ていうl(1■ っていり,試拳百男卜、物運澪
にた`1つ猥孤色し?て tlぎの■ぼ嗽く 、「 利き び`亡牢りヽr,本さ)と し夕ll.や野ヤスlて 曇っ
こfデイロキー_■日吉2こ史1瞬L II調する曽 で、ほ理たと実が、警準とfラ六鳳ギーの分イヒ‐

  (午〕



どιlう遁ば工雙の}」ごつくたτ響日ヨ争の出 jて |こ述へに。資金層.ての彎|こち↓7る冒事の
種の中τ嘆饗宅的に示してし|っ セ.la■ とに利 ヨoヽ

1、

これ3での営|〔対する考えんそのもの

営とfテイロギー町帰f`し ゴ颯嗽ι」のである )こ河して 、́餐展奮辱ギしてし|る ここ在日月らな .
。ひとり .ゴ島田紀大だけひ 、、層み弓.、 稽  々1子し陽|プれぼ6ららし」。  ・ 、 ・

.

の工平II週
`〕

衛てレ|るのみて

`る
、      受●I頑軍こ組篠4ろてこば 、営ぞのもの・

我 の々璽釧 丁並として列労電nttfC)3、ヽ こ附Q耳コ音界↓■乱ιする一つの物頂的定任た
・

二のIヨ有榮の自局の」し」の到重要こ主脚奏 らしめるのであり,この力の網編し、_雇用可・

こ可る
=ピ

IIよ ってのみ可能である。.♭ 1ク 」篠 る曰事へ 、和層―覚の取綺こ通じて 、降Qa
えるならけ、オ

=)欠
コンド∧の飛「塵こしての このδつ|二勾解ごじ 、それこ党ぼ 、国朦主だ

甲ご工揚t可能II可 る理論脚薇釈 13ヽ 了I}て .こ目事の躊|こあし1乙このJう′

`墜

起:■日ιつて

し,哺 ιlこ し1つ ヱとである。マILワ スOIン 稚I濱 fこしてlI(の 0こ し|う向層:こ実ごつ|つ る

'ず
)しヌl・ じ一ニン :ト ロッギー ・そして日本 のである。            

「の諮インザリテレサ7尋 の々理詑胸蛍為その  我 ひ々 、00る`観
曇こ榎配し子写る理詫諄蔓|

ものほ 、職 L♂ 、こ∂言脚曇l`立 って再忙覆 騰籠 r微戚Ml」 週逗期書零詭|ご 勇し|て 、1■
してレ|っ た印 このみ 、主体関|て対象「Cご 4 ひ々 .璃A皿君期き界こ 、主体的瞼Q耳争薔
るのであつて ,「場所的■場」|こ

=〔

って亜状 ′軍こして種定し、そこにあわる受こ _帯国主

骨・11'、 1石駐6詑 |こ
「 不曹記」P「蠍 殿附詑・り和月の常時馘書体制この成ι18通して 、、百

日,不富詑 」として '1置熙」可る揚唇  C狙 馬増郭刊■争こ薔再フロ狙在側ι)術 き縛ろし、

威Nり q,P2ぢ〕|(日 、`マ|じ ワスやし一三ンの亭 ′側り摘なねぼ薇ら6ι lと いう稲、嘆こ尉 し待

掃的億勝 ettma蔓ぜる樹冬∧廊落葛うので にIこ |こある。てして 、了の覇霧調書事識の
ぁる。

ヽ
.rたの3の

          .雅 Iそのもの参ヽどな卜す
^革

椰戦争0｀主み出

我 今々 、日ぎ問題|ヱ じ踏ιフイむ6ら晉ιlの した国蘇幹〇ヨうの新・に国旨ご相と―ソ言ズ ‐

10、 可摯時の上回颯濯 3⊆周P26)τ撥億く θ一り
=ス

ト圏t切質日,基慶こし■人肩r静県 '
、自らひ下向してし1(賜晉の立町興そatの  )辰こι)n的

‐
た:壼:申国主ツ内部の人評証

1緑
派の ・

摩ハt｀ こ́の
=と

こあし1蚤 ι llこ して卸 現 =れに璃可う留51フにとな卜すと、人Rの二ιlに

こlr為 |する「 賜前的工場 」|=δ る
「

論理色 こ 遭帯しにつ口狐:〔 こ聾み麟じ確了こ 、そして

「
戸響性」の続一日3翌握しιlっ てもc豊索軍N 、我興産同自曇ひ青宙響的にけ 、日本に所厚

。́a)ヾ て了|=13・ 自うの適

'自

党I凧 こしての る層スタ運加の系ワこ3」 ごつつも 、

“

卜す亀

宍朧建贅W訃 |■しE疑憾 姜こ
「

シ下り
'ン

手7 癒反且争ひらlo,81ヽガ野の」ι lIIわ し1て目ここ
のでにと奮区別可る回のすほても慇tlの であ 、0つる淵流切-1案こしておこことにJっ て
う。

｀
も し屁婦」0ある こ Llつ 』意 ら 、日向 lL慮  、二等こ鯰 cてu万 に こと .、 て幻 Iこの 嘔

、自らの使用する
「

イ吾治的菫自 I渦″
‐
る舅月T ひ|■ .ての

'霰
抑こもつてし|ろ 。で0る自己め・

的■場」とし1う硯篤び 、悪田胃―のそれこじ 人目威線〕nこ 区別ご魔Fつ回.理
il:こ

しての史
のδラ|こiヨって日るの6こ明らな)Iし B打凩

・
眠1のけ6に島レ|て 、我 |々つ 、国峰 Ψ:遍

が6昴葱61.,Qざ.コ ILワ ズ主 o・形ドの詑理
・
祠喫上輪めて週:凄期音・甲託さ:河 学にてごにの 、

、P23)                であι)、 向ひしぅ 、本噴詑P特殊¨

孜「々 のIのIゴ黒|=巾 Eる二ιlの 種嘩 奨′ヨ 雪記の商口|=Jつ て薄乾賄ヒしえた藝 、断C
、週i留貝目さ界詑に標′

「 下ごれE「甲事こ壽目紘可 て
`ι

lの である。 T週申 塾にJっ てはcうる

0百 8も っこ更 」であるoこ の

`と
|百 費  々の鬱 _、 τιlCケl.T調渡期え上辱唱q」 こ

「
丁見F

Iてあっては 、千 6の輌般にあ↓1て
「 慰月一

" 

帝国主ツ託 3こ Cヽつ
=つ

ので fズト前で 、そ

一mo」こし|っ預要ヒ・恨起じにしき 、7で |こ の相互臣省とclっ iに 、叉ビる拙象てしの6ι l

輛書的に層竜菰ごれてし1に。し0し 、そのF 。               .｀
こひ :潔畑 9匡寿諮されうに劉 つこあ

'0、「

  8く 年て _我々の忠縫奏は 、週潜期む冒ι子
利ウぼ沢威て経てD喝てあつに。そaこ この あけるフロ独〕鳳の一翻丸こしての30ND乏

.

r噸 ―印の関係にあわる日聾)こ つし|て● 、可 のものじめる. =           =
(3)



Cり 0｀ こ了に5ι lて■ 頗々自己を 、3日型 回薦階供斗夕|サ 〕準本主yのキ国キy殷艦ヘ
サlii｀

~Fi到 .取
騨〕肖可るここ

`つ

出栗・ほCI。 1識‐々に17 の史xlミ よって,その奮ま―歳_と踊|イビさせ冬_む 、々 卜すム人民の成口に賠にした自うのヨ:帯□姜Xの 下灼幣 尿と市場再つ宅liの 薯求は ,

`｀

τ
「

多□じ夕リア国際主υ Aと
「

翻〔ξご胤 資本書文国家商
'の

対1主 き,夫鋭4Loこ 、岬本E軍月
‐
ムと口〕ひ ヨ`源期専甲詑さ耳象

“

ι 、 き叉回は,それまであ私働嵐発ガ石承フロレ
・

き義硬斬P装暑こ薔夢同酎革命こ音甲フロ狐t タジ司ビ上力手段θ分離に根撫と

`フ
こん回劇象にC母にこιlう ここ、ぼ 、::圧捜員日音琴|こ ぁ 家■0市 禾としこ″練分かし、ょDス トレー

けるフ「IがEIR Aの 自だ_譜 Tイ笙ヽこ、マIL勺ス、 卜|=岩 外図蕉と媒介Xし た|||||かんうよぉ 1に~二 lノ こ「tのFttf=Iの鍵承性と.そのいこ |ュ 停略と鎮介∠した国民社督へK倫 1ヽ とヽ・
走ごち■【この交申1了 れιl巧 週トン .酬ち聖 の結果、市民社ム内ャ lミ 、ょJ陵珀と鞠4し
難 こず

=::ド
l■ :1つ ｀ 卜1)ン

の出つ 弓ギ
′
命労 :ス IDIJ た分審こ tksし て ||フ トの

iこ ぁる。ヵ炒 資:it「り
・

1´ t'i｀く
・

::イ ぎ―ポCてιlう・ Iの ~み 本ミχ荘オ1卜 |て お唇う一回静下部柏道に規定ミ

'Fヤ
:し'i'・〔

i:1~事
f静噂の1耳

`成

り T3↓ lο l二 もつ、 オLIヽ怖 釉とLこの|コ 家への′統:骨 は、市口土
′
K

ff｀ イウらず
｀

_I1177尋 昴労ハのフ [」|じ 夕1)了―卜 夜昨にあっ乙は、ィ員略麟幸 _市 場分割ば、へ①
の慮″●「t■ 4■ こ口 |ノ 1告て 、石たみ6帯「

昴蹴  虻回貰

“

和員と丁龍 |ざすスく、口駄

`ヵ

kぅ .
の(喀斤こlT I受ひ形成ご41術 で忍の否こく電 こフロレダ」7● 卜

`ω

taの ハ解と守lL二貴2て し|うのひ`日局1高ごある。iで る`う民・0、 どう' こして口衆1歯1対立へて痣フ(め 歩いうイ!こ |ヽ く。 .

こてしき開 時憂昇 4i)可響 靱a畔 解ず しかし、この国家のよリズトレートな形この
:彙 蒟科・F導尋齢計′へ転落ごtこ |く のである。 市民社ミ、としこフ面レタJ7-ト ヘ0午尺

11~′ lJて  了の労:〕庶∧のフロの自ズミ装輩レ住:ひせ  |ょ 、逆に_ォ 4卜 7ロ レタψ7-卜 の真0口
●IIL｀ lIIり 、警甲労 Anて′lE内包こてιl 駄的指ド当部 kう てき■界ぇだ のものと生キi=;― I if摯 、当懲サ■こ′密自吉C鯖  「 F巨曖棄iヨ椰 々し乙 ||く 自然発生性と内包す3の こある。
ユLIこ ろ

'1取

たと

`客

―r3rι l」 とιlう一日
=に

ハ 白回07ロ レタJ7-卜 と、ィ包r回 ロアロレダ
転妻`ι

｀
ここJうので1ある°          リア~卜 と力|〕朧と向b骨 5∠ |｀ Jギκ態オ|::現 実この釧
~極

ど0すのひ 蒻甲奈||1県琴目興
「

なl `力 |■ 曇キムミ家轟台あ
・
たとミ、フ ロレタ♪ア

1~
〕IR」 のittiこ1である。イ暉寺にあってιさ 、普辱l革 卜の指ド部.卜、ニフに分解LF‐.市国二Xo
齢詢葬到

=斉可うフ回の自rだ笛
'性

む
`っ

ひ回巖 口衆申対立|て 工服し、自じと、とし乙∠田指 .lて らり 、スターリ=スト 、層スターリ
=ヌ

ト ト下1手 あるフロレタ」7｀ 卜とォンョ′リス1の辱昴費言211ぁ ITる相遺任な,T象化ご″す⊂ トヘx軸寿ことFt部 分∠じこのシニインター
このごと1つ

~向
壺蒲藝翻春零詑恣衡等IIJつ て X、 フロレダ」7-卜 の本性としてQ口 '称主

`動

二携ごれ得てtl砲ιlこ ι`ラ
・

こてこある0｀ χ卜鵜拠とラフオニインダー
^iZめ 多:ォ

ブ:スク6フロ犯派己コちで藪ビにCtT永  /ヨ /Jえ'カ バ`↓D鮮明 |で 登場アう`Zま ざイ
続き界曇昴‐軒争の睡瞳 」∧覇華Cで枷 4の  ンタープンョテリズ′≠ぎた、ょυ鮮111ミ 登である'・ のこと饉 ι``くらな妬 参 '乗 証 場すジ0で あ多.力 )く Z、 帝□圭x卜、ァロ::む零 野昇畔軽葺そこ敬 回 α こ6Cと し|う噂 Eるヽ し

｀
夕」 7-卜 |=喜 ■党 ■の自 然 特 生雌と 生キ

)`そ のヂ留
‐
te胸猥租の乗:稲ひほご〃{で ιlほιl奴 ムしZ IIフ 女。とし乙、∠札之可能lヽ す多、工 日`寺庄翻ご々て

`|ち
ιlと (|力 ごるこ得6 高だのく駐噸l(比牲、しa政′台的自電竹生性とL

CI・ ~` ・  ~   ′

     . キ 出 して 1｀ フ トざ・ タ イ 摩 、こイL■ 4熊 .不逃 治
以 [の印受こi踏:嶺えて・■々は T組紘ご″ |ミ 食れしと、7ロ レタD7-卜 の構定と作想

・
に家幻 」と

「
フロレク |♪ア国

‐
啄、三υ ムの受調: ンときた0し かし、藤本番治岸、

｀
六並資本土

頷訛こCて:の 軍1睦鶏事である「 目警こ暉話諄丁O χ争計に,お け37ロ レク」了―卜q首 ボ発生  .喜再労 ムぼ 、首不■y乏のものの雇制iるビ九」 性w根無と明Sか |て し、これトウどブ|ヽ Z、
61こ ιて王勇塞ご″こご[●を 、日汗ぅなたこ フロレタ♪7-卜 0内動矛盾、の戻詢どしてウ'

てιl夕ねβ
｀
后う慇

`l。

この託′展輌0、 同時 船ぐ形夕と明5か |ざ してきたIミ ュぎ夕乙ぃる。
｀

|て黒体糸主Ψに対する■t判ここでもある。  だ神r、
‐
ミ化に■,z、 申凛

=χ
書静|で お野J

・
・         (δ ♪



3ロ レタDV― 卜O Fl「aψ lぼ と織夢3と す才し
｀

|ぎ 、 と札 |よ 〕|(史 動 |ミ 不十分コおめ、現中 0ド↑

qヂ ↑倒澤:そ 0)と 離・哺す。ご・乙|ふ 蟄t t rl.′ 否
l爵 |ミ ーロ土χへ軸薄す3● こ古る.帯 田主メ

投けにおけう障θ平争は 1・ 最缶的lt麟争q閥

1閣|ヽ と煮:フ まフこll<。 こ0口題it対す。フ

ロレアが7-卜 とこQ″
'台

指卜吉「q村● |キ、

ニワ|ミ分
′
解して11く oこなきてヽ,の よラl(1中・

白|力
、二着ヰχ″対応志許ミ件なくなび.´ ミ

0傾向lよ 、自謄Xχ 孝lt■ 風主メ顔争左買葺
ごJ以 外に、生きが多適デ|:・ なくなろ0で嗜 る。

首本土ズ9申 田主X殺附へq脅件と哺ぶ1｀ |=

し得tメ フ`it力 bノキァ|ふ tW選とヽ独7た o

原理離ゴカ|=。しかフロレタわ了―卜oギ lヽ と牡

置付けこれなtヽ 渚降、藤本主メ名なおJレ こ

学の上χ者でありうと、政始動には、一回土

瞥破紳ス自0主誠ぼ:證じだ壼済主二嶋性縮

ぎむ満くoゥ こし臨 )じ、きいいごH崎博苺

菫メここつごtiにハご瀞5。 ・

c.nc、 二′I:2撫|二 おいて|ご 。マ|し ダブ!二

ぶ っごし、当日米だ期蘇|=附維r,ら力菖↓ぶ

ま主C<革命難こCて紀れるこ讀ざ願撥 Lゝ
c、 こ4根縫了′|め機

〔
彦1:七ι籐七いにハご

ある。
=レ

〈lf対し。南国主ヨ段確 t〔為 (′ :ご 、

単″僣鬱i掏書|=、 革命
・濤こ|1猛るこじ|」 ごき

るい4ごあり 、きに嗣国主選ロゼ‖くこ隷F)D

う下部和滋′ご生済はCに 4ごあう。

=)ι
に意城|=わ しヽこ。営ス傷にご鞭玉匡

0ど華費臓郷 ノ得西じlスと、日嵐再′ぶう匡

電いつ菫蘭に、草中詫′本自れじCごフ|♭ワ

ズ麟由諮こ横認するこじU・ 、こじた「 フじク

ノ|=あじ|`対 蒙ん二ИF鬱命M「照する」i:梅

χ若■転落する口ご

―ニシ |よ 革命 6勾 敗
'L

壺解襲嚇票ユ嶽
Lg′ズ

"五
場と

対して、レ 印口僣4欄体I」威9o21iVク じしヽりふうむ、

篇aRわ :聯 1アイマイ8表警ぞ國つにしここし、静1)協め

口主χけ寺こ

"乱
、wズ ローカ・ルを揚りヽ 今 ごある。

1き
に1「 績殊解衡欝脚本自託じ C′こ

.ン メルタコ ]ン ド産旅と結条 ミ古、書界蒐とし ′レーニ〕革
・
締講

'.籍
殊:饉篇:護

"本
輌館め現

・Z9ルミイメ ダー07夕と貰隻した切laあ フ 曽形能澪螂寧甲じιご′戦〃のぜK←世響一

lt,と し乙:こ によ■0車 玲象9中 にあフZ、 国目鰭菫中詫 )」(口22'磨じじじ1っ てし、日

じ―ミンほ蟄政治字争切重皐囃 謂 し、砂 散|=こうばの04鸞官工0● 1サン(ば、威銘ぶ lク

ロレタジ7-卜 |で しか目と白ケユ|、 重オヽ圭χ じ燿CIn.ん だ江つのこある o、

塔と1に確レた堵|ま 年かアト・ 03に、夕″準、 どιこそ丞′縮哲́ 薫が系江選彰は、世繹
レーニン|ミ おじラ政治デオX、 ィルワス:ミ む 期́ 僣ださえ夢C僣 6レ 二ヽじし、.1-認濯琵唱
bシ政治7争 qメニインズの■、レ.― ニジ0 らpl二位個|に:じ者たる。́ ・

藝i為 11,1:雰 IIIξ[lFこ[聟 辱、フ嚇轍塩野′餞(瓢l絡じ
｀ け夢政治子争は、まだ″刻 ニヽオ主χl動|` .~′

~く
3・V4「 ′`‐4

ヵυ、彎島q滋、詢びllは旬猟ガタ媚機堪 1き 、 /二 次貫声主メ者団閉1御庫で角労円ン彎o
″分にウタ店鬼´み多.ぞ れl■ 、マ :レ アズ

" 
娼重止傷こ目壼ず煮鮮ゼ´じ4こ経僣するニ

インターノンョノ llでムカや、口家がア lレ ノョ じ●く 1・ 力派ン争へこ致 っごいる
=`´

主澤

7〃 ―口確 aЙ利害産ロス 9贅鳳刹曽∠ じZ り者任菌 、運晟派め懲円¥筆ハ菫蝙′ιつに .

表纂しよラχブづて工|て .紆
｀
じι、験 ラ歓三有 |二あるじいたる.穏歳承 |ま t難円y争|=おしl

.f″じι lυ アコンタツ7-ト ロロ麻

“

日統二 こ、自.J′適羹略こ。あらわιの輝Nκする1所

#唇 レ看口首爪e対 牛ホル之通して縮替レ、 つら、出薄しに。こιごこの30ND自 |三 ゎ
と0で ∠1■ よ,Z書 界市場セ形成し、懇帆向 ける目|む 田静拡大と

「
鮨め菫命一ィうだB硼)

蒻寿観1鮮性によっι多界風ド革争切ギ

“

」条件 菫亀じιご着鷹ιごレ1に。こⅨO才 2χ]〕りII)

f二形成しι tヽ た太井資が多着殺酢9慎奉ノ、 4じ イぶう0潮稲にしじずしlごιlに01よ :す

ゼれ|ミ 系ソなされZl、 ラフコンタン7-卜 0二‐セに4AFιあι
'こ

ある。

メ勁性格q榔畝|て チエア1l Z Iヽ たくゾ|ミ 規定 ・
ιOι =二4さ o6倉派一学脈7筆こ:燿蒸

されzl)づ.ュ ´′7σ 平日|二ぁし、こ、労籠哲 f(icoょうな労4革命1二脚閑曖夢孝z.バば、
奮瀬凶.さ 0やくアルショアラーθう政治的 やぎιり1紳活´ (1″ 0じ´みけらず、超協鰤り

,i〔 じ目Jこ区別 C・ 綸め (′′夕2・″

“

♂算仏)、 ガ何 程拗多し ,こいるのこある,こじた1」、
「

マ

r｀               (｀ 7)         ・



L=′2套ヨ
`蔭

π纂島孝訓F技√ユ⊂う こそ菫ヨ詫を"卵
`ク

潟藝CこじIE51と多
:1.11戸 t ,f:′  .｀ :   ・  I .: 1・ [ 

｀

l′ |l1/:聘電)たレ1に」ヽ「 だ:興詔1嚇盟暉肇え限縁ilim:え によじじ|

うこここ、i郵該4j稗|ビ性|■C,0求めた爵
|」 、じt、 う、自

幸望、すOЮわ彼霧Л江江κじに」詫幽諸国着像、こ ‐
「 輌鮒 」洒灘И、す蜃Юわ「 磐戯網=ツ甲辮い所珀

′当時単るるイデイ不ロキーの傾域像ら科きの信』|二`′を譲こ目印ら看レ|■ 個、イー)ιμツ1主Иにファィエ

きこ上自ιえに陛―のこるこあっに、じいつこじに星  ァレて、/ハィじへ`|にて1多ё,超え乙レ1歯ν
=ι

こ、I璽卿l

ひし|ご剛ムにつこ我 め々任ムじで、僣ら二あ|すると  ιこわけ麟さしlザ

‐

膨 だイズ♂♭フア「 首パ詫」,じ
一三〕r蒲国主製ヨq) ・ご′

=じ
け、学′渡Lらしてし、鮨 ″だガ専ヵl二

|コ匹散す魏 匡)潤蒙印世界きヽ 1)、 白悲皿関に認柩l`、 あじ|て、1誠ι日、
1「
蹄 圏添」4薯践物 ,.題詩

′
ι紹こ円をと進憾するIこにむけらИねばるう時レ|」

「
 じ日、早′ご漕きこの0.EDCこ、早́ ば、自|らこ

理威N旦、9′Q/′比■|つ に、マ|じクフめ、あるしヽぼじ一三  「私けヤILクプ主選をこけ層♭ヽ」じし|し 1、 だ1麟を政治

っこ、翻黄宅ヒ曽践と1′η様ヨ

係こだ式κιttF_怠′、ゝう|二老え:るうこ啄3.こ (〕こ

我魚同田る.学め主選麹 寸:群ぎ
:じ Cこの学め者洒ぎ

き、暉黒′確Qy争に適用ιさうし、壼ιιl%力と1縛

けこし|る¨ る。学′ar経済む巨)と″ι同踊に

社紐 4主張に根翅ι与えるコ笙〔看,F■(壼南g
カラ捨ι)こ1罷i,にと

.葉
と告こ鬱i怨う。 '｀

co(数凱nら、増影鶴」、
=こ

ル|クじ二、縦′じっじ

こ饂意じするZクー「,〕主コ囃鋼1じ、

`⌒
つ0日係

に到違Cごいる閉津ろり0.

Zクじ|り〕けとつっ「脅江商的唯物記し、マ1じクz
=レー三〕主製彰′世驀調

“

臨ひ ニメi世霧調齢 証

法翻【富物詑ι呼野はる。日
.ご
ほう、とЙ日自然寿象と

台証法的|コじりあつ0し |「 とめ自蠍暉象た研たバ法、

二Иら列暉ν 散弦が法0■証法的こあり、ごイ世層

均
=さ

る自然響象4解震、自然郵象′理解、とめ理首G

働劇1雄帆
'ご

′魂5ならこιる。■(り鬱了貫シンclル
エむキ)史」中r脅脚 躍駿臆多ι理聾神暉貯勿認阻)「田出唯物

酔 ヨι刈凱輸商湘蒸ル|ドム曰4自己変κι 彰日、十証漁卸劇麟窃錆姉穏ヒ社会生活4研た|〔あ
0-致するしぃうここ|よ

=Kこ
菫命印望践じじご曰 :ι2昨ざ′の |).升¨ 裁 社公

ルワフ革命詫或し旧レーニ〕革申訛趣|夕σ中業 幽́階、

aC初鮨の口じア|二本奎こtル 塑′場をに最,だ隈造近ι

だにとい0二この鋏 ιは、まざ|三にっに一つ4

的熊産だけこ真に人口鱒ぼ熊鷲ヒ見せι、二1爆 〔甘(,女I

墜倒れ難7輩笙4圭こ.歯ら

"|ョ
勢ヤ闘_0り殴形態l′三為

じ|て1/形存じらえvうル′・tttF置貨IИこし'セでヽ οに感つご彼け

生西ィ1諸暉家に、。社念ハ研処|二 、社奮期
'麻た|二適|¬

｀

Cにし′乙際LX回 )T社会嬰匡目する1稗ヨ|ご “00・に

じ烈ひ生珈圏列さつ|三、望
「

Иこのに社倉啓
:展 4法買Ц′

こ戸1日すo=ご4ごきる繕1環1群ぎじ8りう0■ (日 )し

急くご、ズクーリLI=こ っご、令証渡縛1葎1留薄じ′社会

聾A4激嗣■輿醐朧物詫=科当千艶′世終規、じじ|う

寒式n威主するめ霰嫁うpアターリ〕|=あしヽこt悪租

|コi科超じ竃た5.

ご4菌命尊派ιい 場つら、マ|じク必L■

ニレ裂 こにえ返すじし|う革1命り派じ()こ 覚́1派性4
波1栞こある。ιOし .日自氏かしめざうに吉ぅこけ ,

`L′

つヽ

すご直疑話しシ践しの目添ぼ
「 薫冒́ し、う「

`守

熊聟Jワ

在1瑯 場所的立場」a´ ゎzクァィック歯ざ4目添

性をあ目乙ご 学め静翻ぎ江製′世旨ハこみ二んごι

き,ごじ|こ 5.、  .      ・
.

=4=じ
につし|こ、

~71じ
クZIゴ茂めヽ うにし|つ こじt

る。「 対象即1真期懸ス回の尽惟|〔鹿する0百Oι ιヽう

口挫は、日ら超能4日降:セ |ま3(望威4回監である′

κ回国算週こ、
一
びiるわち自力の翅惟カリ曽性じガι、

こИ畔 住き、ビ靡 ルしに証昭ι□|す以ぽ励 tL

超権と認践IDら切り麟Cこ1愚性Q暉望
`1炒

をあ碗 昨

帥 ″ある0こ争うぬけ、まっに<フコラ

“

順同臓

笏 」(「フォィェ4ィ K゛′′＼吻ガハデニ・́、才2.Iハλ

ィ寅
79=′

〃招匡するじし、づ
=し

かとぎ、さに自口

"E圏障するここかできる.1(回、才6)。このざぅに、
・
マιフzに3獨醍蚕

`り

し:「 曽F毛コこ引飾筆数多こし1こう。二
=′

テーCに師 る言多争饉主こあぎ、し|ゴ日回氏1二対する

難拙に こ|ご、二´κ Fけこ舅ごあけ曰さt)。 日白

励 革命望詫に対する増照は マルクフ′

`И

こ|ゴU
∠、コ彗盲Ciこぞ践こちη′り隠郷ら、1塞愉κ移の孝」日、1適用■じこ)

こ1雅 ιらな す0わらマ|レクZぼさって「理露
/Cヽ
ヽ0ノ



ニレ||=漕じご 学ヽ′国雌帥塵騨謝Jヌ鍵
'こ

C了′革潤

にさ
,っ
て基Fノつけと潔る、こするこじにも,こ、

:ア
ク

ーリじこθらくr近0こ4である。,少む<ヒし、澤髯多
'ビC`4ご済ぎか社会三こ′主張t=橿懃こ辱えに、こ r

しlクじき、

―

J日、アクー|りじ|=あ|■6室
(ラ

r:ドギ1ととくのヽ

鰤I麟姉に非階徹 住―ニト匁刻援議詐Cに4ビ

Iある。学めにあ日ご(フクー|だガ摯颯壮堰庫ヤ{こしヽ

層し|.Zクー|ノ〕〔対するアンチ。|テ

さ́こ1提がヾ6に

|二lヒき,こいる.こσこ、こ′科ぎ主」こ:あレlこ面を

|さず致じごし|る。二
=に

、アクー|ため艶自ン歓И雇

目爆、陰色→商請ヘヒ向らに4こ目祥に、科霙 こ

とめ向実こする日商脈.4彎白シ缶′進め万か、「切る」

≧

―

ア(■蘇贄彩包飲猟取拠:麒な気 解党

多文の形切しな′濱先 ′′

我́ が々つつるi簿噸主員着集口o自白脈に対ιご、一

・般的困、杵日を環tιι
‐
に1渤ベン争こムなする

=ヒ
|ざ

無薮味ごある縦 にし'こi欄こ|」、自尋4独自

利曽と、金商1望檀卸1華こここ表翼する|だめ′季設|こす

ざつい0うの 角派シヨこ微営0こ推進C権4二 .

こコニ 篠馨乞L属する睫―/じ亘であ|み 我熱ざ,二 、

ハ滋負 童らに前進するこあろう。
、        4

キ白
'き

ロ
4コじ日し

最潰12日●躍 に為 |び、な積宏ゼ搬中こある固盟

議長仏固ふあよび、
.縁

こ支持する老に濤じこ、
「

同盟

白」oιιlう表萄oっっィ,レ(に。我 菌々、11_

痺:黛長|ご対cと、断国にる自い するこ6.

こ|=、 こうじ魏 じここの1勃Йどラノιiえじる
自b安■媒ル l諸者と、と′理訛囀オロ砂こ́ じめ0う

上場0戦くこあ6う。      ・ r

(9.)

.r.,
1・澪井lrf


